
 
 

第 11 次横浜市消費生活審議会 

第２回施策検討部会 

 

議事次第 
        

平成 29年７月７日(金) 午前 10時から 

                    松村ビル別館 501会議室 

 

１  開  会 

 

２ 議  題 

(1) 会議録確認者の選出について 

(2)  「ＡＣＡＰ消費者志向活動表彰」制度について 

(3) 神奈川県と横浜市の事業者指導について 

(4) 経済局関連団体の広報媒体について 

(5) その他 

 

３ 閉  会 

 

 

 

【配布資料】 

資料１  第 11次横浜市消費生活審議会施策検討部会委員名簿 

資料２  「ＡＣＡＰ消費者志向活動表彰」制度について 

資料３  神奈川県と横浜市の事業者指導について 

資料４  経済局関係団体の広報媒体について 

参 考  (1) 市工連ニュース（2017年５月 15日 第 378号） 

     (2) 市工連かわらばん（2016年９月 第 160号） 

     (3) よこはま市商連（2017年５月号 No.179） 

      (4) 横浜企業経営サポートマガジン（2017年６月９日 Vol.336） 

      (5) 企業支援＠ヨコハマ（号外 2016年６月 20日発行） 



平成29年６月19日現在

Ｎｏ 委員氏名 所　　属

 うめもと　よしのぶ

  梅本　佳伸
　えのもと　ひでお

　榎本　英雄

　さとう　よしつぐ

　佐藤　喜次

　しみず　ふさよ

　清水　房代

   すずき　よしひと

　鈴木　義仁

　たがや　としこ

　多賀谷　登志子

  むら　ちづこ

　村　千鶴子

敬称略：五十音順

7 　東京経済大学　現代法学部　教授・弁護士

第11次横浜市消費生活審議会施策検討部会委員名簿

6 　横浜市消費者団体連絡会　代表幹事

1
新

　一般財団法人　家電製品協会
　家電製品ＰＬセンター　センター長

5 　神奈川県弁護士会

4
新

　横浜市消費生活推進員　中区代表

3 　公益社団法人　消費者関連専門家会議　専務理事

2 　一般社団法人　横浜市工業会連合会　会長

資 料 １
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「
Ａ

Ｃ
Ａ
Ｐ

消
費
者
志

向
活

動
表

彰
」
制
度

に
つ
い
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
.
Ａ

Ｃ
Ａ
Ｐ
の

概
要

 

企
業
や
団

体
の

消
費

者
関

連
部

門
の

責
任

者
・

担
当
者
で

構
成

 

■
設
立
 

 
：

1
9
8
0
年

（
2
0
1
2
年

に
公
益

社
団

法
人
に
移

行
）

 

■
会
員
数

 
：

正
会

員
7
5
8
名

、
会

員
総

数
8
8
1
名
 

会
員
企
業

5
9
3
社
(
2
0
1
6
年
度
末
)
 

■
活
動
内

容
：
「

消
費

者
志

向
経

営
を

推
進
し

、
消
費

者
市
民

社
会
の

実
現
を
め

ざ
す
消

費
者

志
向

事
業

者
団

体
（

A
C
A
P
理

念
）
」
と

し
て

、
以

下
の

 

活
動

を
展

開
 

○
消

費
者

に
向

け
た

活
動
 

○
企

業
に
向

け
た

活
動
 

○
消
費
者

・
行

政
・
企

業
等

の
か

け
橋

と
し

て
の

活
動

 

(
別

途
配

布
の

「
活

動
の
ご
案
内

」
に
て

事
業

内
容
等
ご

説
明
い

た
し

ま
す
)
 

２
.
消

費
者
志
向

経
営

の
推

進
 

(
1
)
取
組

の
柱
(
「

消
費

者
志

向
経

営
の

取
組
促

進
に
関
す

る
検
討

会
」

(
消
費
者

庁
)
報
告

書
よ

り
)
 

■
経
営
ト

ッ
プ

の
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

 

■
コ
ー
ポ

レ
ー

ト
ガ

バ
ナ

ン
ス

の
確

保
 

■
従
業
員

の
積

極
的

活
動

(
企

業
風

土
・

従
業

員
の
意
識

醸
成
)
 

■
事
業
関

連
部

門
・

品
消
法

関
連

部
門
の

有
機

的
な
連
携

 

■
消
費
者

へ
の

情
報

提
供

の
充

実
・
双
方

向
の

情
報
交
換

 

■
消
費
者

・
社

会
の

要
望

を
ふ

ま
え

た
改

善
・

開
発

 

 
(
2
)
A
C
A
P
に
お

け
る

「
消

費
者

志
向

経
営
の

定
義
」

 

■
事
業
者

が
社

会
の

一
員

と
し

て
そ

の
責

任
を

十
分
に
理

解
し

、
消

費
者
の
権
利
・
利

益
を

尊
重

し
、
消

費
者

視
点

に
基

づ
い

た
事

業
活

動
を

行
う

と
と
も
に

、
持

続
可

能
な

社
会

に
貢
献
す

る
経

営
の
あ
り

方
 

 
 
 
 
※
キ

ー
ワ
ー

ド
〇

消
費

者
全

体
を

見
る
 

〇
ト
ッ
プ

マ
ネ
ジ

メ
ン

ト
の
も
と

全
従
業

員
 

〇
消

費
者

視
点

 
〇

社
会

的
責

任
 

〇
持

続
可

能
な

社
会

 

 
 
※
「

四
方
良

し
」

(
「

売
り

手
良

し
、
買

い
手
良
し

、
世
間

良
し

＆
未
来
良

し
」
理

事
長

コ
メ

ン
ト

よ
り

)
 

 

資
 料

 ２
 

AC
AP

 佐
藤
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 ３
.
A
C
A
P
消
費
者

志
向

活
動

表
彰

制
度

の
概

要
 

 
 
A
C
A
P
が
運
営

し
て

い
た

「
A
C
A
P
賞

」
(
「

消
費
者
月

間
シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム
」
に

て
公
表

)
を

母
体
と

し
、

2
0
1
5
年

度
に

刷
新

 

(
1
)
制
度

の
内
容

 

 
 
 
■

企
業
や

団
体

、
個

人
が

行
う

活
動

を
表
彰
(
後

援
：
消

費
者

庁
 
一
般

社
団
法

人
日

本
経
済

団
体

連
合

会
)
 

 
 
 
■

表
彰
対

象
 

 
消

費
者

志
向

経
営

を
推
進
し
支

援
す
る

観
点

か
ら
称
賛

に
値
す

る
活

動
 

○
消
費
者

の
自

立
を

支
援

す
る

活
動
 
○

健
全

で
安
全
・

安
心
な

消
費

生
活
の
実

現
に

向
け

た
活

動
 

○
消
費
者

と
企

業
等

の
信

頼
関

係
の
向
上

に
向

け
た
活
動

 
○
消

費
者

市
民
社
会

の
形

成
に

貢
献

す
る

活
動

 

 
 
 
 
 

 
※
対
象

と
な

る
期

間
は

、
表

彰
を

行
う
事
業
年

度
の

4
月

1
日
を
基
準

と
し
た

過
去

5
年

 

 
 
 
 
※
事
業

者
以

外
の

団
体

・
個

人
の

場
合
、
「
事

業
者
と

連
携

し
た
活
動

で
あ
る

か
」
「
事

業
者

に
影

響
を

与
え

た
活

動
で

あ
る

か
」

の
観

点
で

審
査

 

 
 
 
 
 
 
 

 
(
2
)
候

補
活
動

の
募

集
 

 
 
 
■

募
集
期

間
7
月

～
9
月

(
自

薦
・

他
薦

)
～
所
定

の
推
薦

書
で

事
務
局
あ

て
提
出

 

 
 
 
※

推
薦
書

の
主

な
記

入
事

項
は

以
下
の

と
お
り
で

、
参
考

と
な

る
新
聞
や

雑
誌
記

事
、

H
P
等

添
付

を
依

頼
 

 
 
 
 

・
活
動

の
目

的
 

・
活

動
の

具
体
的

内
容
 

・
独
自
の

工
夫

 
・
実
績

と
成
果

 
・

将
来

の
方

向
性

 
等

 

 
(
3
)
審

査
お
よ

び
表

彰
 

 
 
 
■
A
C
A
P
の

総
務

委
員

会
で

一
次

選
考

実
施
後
、
「

選
考
委

員
会

」
を
開
催

 

 
 
 
■

選
考
委

員
(
第

２
回

・
2
0
1
6
年

度
)
 

 
 
 

 
選
考
委

員
長

 
○

松
本

恒
雄

氏
（
国

民
生
活
セ

ン
タ
ー

理
事

長
）

 

 
 
 
 
選
考
委

員
 

 
○

中
村

年
春

氏
（
大

東
文
化
大

学
経
済

学
部

教
授
）
 
 

○
長

田
三

紀
氏

（
全
国

地
域
婦
人

団
体
連

絡
協

議
会
事
務

局
長
）

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
○

高
山

靖
子

氏
（
株

式
会
社
資

生
堂
顧

問
）

 
 
 
 
○
坂
倉

忠
夫

 
 
A
C
A
P
理

事
長

 

 
 
 
 
 
■

表
彰

 

 
 
 
 
 
 
 
○
受
章

者
は

5
名

（
企

業
等

含
む

）
以
内
と
し

、
賞
状

な
ら

び
に
記
念

品
を
授

与
 

 
 
 
 
 
 
 
○
「
消

費
者

志
向

経
営

ト
ッ

プ
セ

ミ
ナ
ー
(
2
月

開
催
)
」
(
経

団
連
・
消

費
者
庁

共
催

)
に

て
表

彰
式

 



3 
  
(
4
)
こ

れ
ま
で

の
審

査
結

果
（

活
動

の
内
容

と
評
価
ポ

イ
ン
ト

は
、

別
添
配
布

の
資
料

を
ご

参
照

）
 

 
 
 
■

第
１
回

（
2
0
1
5
年

度
）

応
募

1
5
件

 

 
 
 
 
○
字
幕

付
き

テ
レ

ビ
C
M
の

放
映

（
花
王
株
式

会
社
）

 

 
 
 
 
 
 
 
○
引
越

事
業

者
優

良
認

定
制

度
（

公
益
社
団
法

人
全
日

本
ト

ラ
ッ
ク
協

会
）

 

 
 
 
 
○
消
費

者
教

育
教

材
を

用
い

た
消

費
者
啓
発
（

第
一
生

命
保

険
株
式
会

社
）

 

 
 
 
 
 
 
 
○
ご
高

齢
の

お
客

さ
ま

へ
の

対
応

（
明
治
安
田

生
命
保

険
相

互
会
社
）

 

■
第

2
回

（
2
0
1
6
年

度
）

応
募

1
2
件

 

 
 
 
 
 
 
 
○
多
様

な
主

体
と

連
携

し
た

消
費
者

教
育
の
取

組
み
（

生
活

協
同
組
合

連
合
会

大
学

生
協

関
西

北
陸

事
業

連
合

）
 

 
 
 
 
 
 
 
○
防
災

ジ
ャ

パ
ン

ダ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（
損
害
保

険
ジ
ャ

パ
ン

日
本
興
亜

株
式
会

社
）

 

 
 
 
 
○
全
国

支
社

と
消

費
生

活
セ

ン
タ

ー
と
の
交
流

活
動
（

日
本

生
命
保
険

相
互
会

社
）

 

 
 
 
 
 
 
 
○
消
費

者
志

向
経

営
の

風
土

醸
成

か
ら
お
客
様

接
点
強

化
の

取
組
み
(
パ
ナ
ソ

ニ
ッ

ク
株

式
会

社
)
 

 
 
 
 
○
視
覚

障
が

い
者

向
け

操
作

マ
ニ

ュ
ア
ル
～
操

作
方
法

習
得

の
た
め
の

音
声
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
改

善
取

組
み

～
 

(
パ
ナ
ソ

ニ
ッ

ク
株

式
会

社
ア

プ
ラ
イ
ア

ン
ス

社
ホ
ー
ム

エ
ン
タ

ー
テ

イ
ン
メ
ン

ト
事

業
部

)
 

 
(
5
)
課
題

等
 

 
 
 
■

応
募
数

の
拡

大
(
毎

回
1
5
件

前
後

で
止
ま
っ
て

い
る
)
 

 
 
 

 
○
業
種

、
中

小
企

業
、

地
方

等
へ

の
拡
大
～
P
R
の
必
要

性
 

 
 
 
 
 

■
受
賞
事

例
を

、
い

わ
ゆ

る
推

奨
活

動
と
し
て
い

か
に
広

め
て

い
く
か

 

 
 
 
 

○
現
状

は
A
C
A
P
の

例
会

や
シ

ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
の

紹
介
活

動
 

 
 
 

■
選
考
委

員
会

の
あ

り
方

 

 
 
 
 

○
地
方

の
企

業
や

団
体

等
に

拡
大

し
た
場
合
の

活
動
内

容
の

把
握
の
方

法
 

 
 
 
 

○
選
考

委
員

と
事

務
局

の
負

担
～

選
考
の
た
め

の
資
料

収
集

 

 
 
 
 

 
～
ヒ

ヤ
リ

ン
グ

の
実

施
、

プ
レ

ゼ
ン
等
の
必

要
性

 

 
 
 
 

○
個
人

や
団

体
の

場
合

、
事

業
者

と
の
連
携
や

事
業
者

へ
影

響
の
見
極

め
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
以
上
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企業・図像 ｜ 行政 教育機関 ｜ 一般消費者の皆議へ

（消費者対応窓口）の方へ ｜ （消費者窓口）の方へ ｛消費者数育 ・暫発） の方へ l

トップページ〉消費者志向経営の推進〉第1回ACAP 消費者志向活動表彰 「消費者志向活動章J審査結果 2015年度

消貧者志向経営とは

E恩恵長メッセージ

ACAPの取り組み

i肖資者志向経営権進組織

消費者志向経営に向けて

消雷者志陶活動裏童手

トップインタビュー

ACAPの支銀ツール

消費者諒陶終営早わかη

その他

関連する各種イベン卜等

の紹介

現在はありまぜん

第 1回AC A  P消費者志向活動表彰 『消費者志向活動 寧j審査結果 2015年度

受賞者・活動内容

応募件数 1 5件

（五十音）II買）

第 1回ACA P消費者志向活動表彰 「消費者志向活動章J詳細募集案内は三五主

第1図表彫式

活動名 ・企業団体名

字寝付きテレビCMの放映

花王線式会社

号l越事業者優良認定制度

公益社団法人

全日本トラック協会

消資者教育教材を用いた消賞者聖書発

第一生命保険

機式会社

活動内容

2011年から字幕付さテレビCMを一部

導入するととちに、その本格的な普及

に向けて取り緩みを行っている。圏内

の難聴者は約2000万人と推定されて

おり全人口の15%以上に相当する。

今後高齢化が進むため、この割合は更

に！自大していく。この取り組みは、難

聴者に対して正しく情報を提供するだ

けでなく、病院や電車の中など音が

出ぜない環境でも有益である。そし

て、この活動が2014年10月の字幕付

きCM普及推進協議会の設立にもつな

がった。

消費者と引越しサービスを提供する運

送事業者との聞の問題やトラブルへの

対策として、 2014年より自主的な認

定制度である円｜越事業者優良認定制

度Jを創設した。制度化にあたって

は、 2012年から行政、 j肖賞者関連団

体、事業者団体等とも連携しながら検

討を行ってきたもので、 「安全・安心

な事業者の見える化J、 円｜越業界全

体のコンブライアンスの向上」、 「引

越における苔情やトラブルの防止」を

目的としている。既に300以上の事業

者が認定されている。

人生におけるリスクとその備えについ

て、すごろく形式で楽しみながら学習

する消費者教育教材。 2004年に作成

した 「ライフサイクルゲームJの大幅

改訂版として、 2012年に「ライフサ

イクルゲームE～生涯設計のススメ

～」を開発し、教材の無償提供及び出

張授業等、地道に消費者教育支援活動

評価ポイシト

地道な活動を継続的に実施し消費者志

向の企業姿勢がうかがえる。難聴者向

けのみならず、高齢化社会に向けての

先駆者としての取り組みであり、今後

の展開と他企業への影響力に期待した

い。

消費者行政と事業者団体の連携の取

り組みであること、及び、業界として

取り組むことにより中小規模の企業で

ち学びの機会が得られ、消費者志向経

営の輸のj広大につながる。

この種の教育教材の先駆けとして教

育・啓発に多く活用されているばかり

でなく、；欠のステップを見すえさらに

進化している点ち評価できる。役員に

よる出張授業ち行い、社会貢献度ち高

し1。

http：／.八NWW.acap.or.jp/shohishashikokeiei/acapsho/acapsho_ hyosho _2015 2017/06/19 
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ご高齢のお客さまへの対応

明治安田生命保険

相互会社

を展開した。 2012年4月以降、提供

した教材数は15,000セットで、高校

を中心に小学校から大学、消費生活セ

ン夕 、民間企業など幅広く活用され

ている。

高齢のお客さまへの対応として、 「阿

Y長寿ご契約点検制度」、 「同Y安心

ファミリー登録制度J、 『お客さま自

身で加入内容を確認する取組み』、

「地峨を見守る活動Jの4つの活動に

取り組んでいる。特に「阿Y長寿ご契

約点検制度」では、当社から積極的に

お客さまの状況を確認し、より確実な

保険金支払いにつながっている。ま

た、 「地域を見守る活動」では、人命

事畑力や詐欺被害未然防止につながった

実例右出てきている。

日

高齢化社会だからこそ求められる消費

者志向の活動を、生命保険会社ならで

はの手法で本業の中で仕組み化してい

る。その仕組みと地域の見守り活動と

しての社会貢献活動を連動させて展開

している点はとりわけ素晴らしい。

http://www.acap.or.jp/shohishashikokeiei/acapsho/acapsho _hyosho _ 2015 2017/06/19 
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企業 ・団体 行政 教育縫関 ！ 一般消費者の皆緩へ

（消費者対応窓口）の方へ ｜ （消費者窓口）の方へ ｛消費者数寄 ・啓発） の方へ ｜

トップページ〉消賞者志向経営の推進〉第2回ACA P消費者志向活動表彰 「消費者志向活動章J審査結果 2016年度

消費者志向経営とは

理事長メッセ一三；；

ACAPの取り組み

消費者志向経営に向けて

消雷者志陶活動表彰

ACAPの支媛ツール その他

消費者窓陶経営早わかり 関連する各種イベント等
の紹介トップインタビュー

消費者志向経営推進組織 現在はありまぜん

第2回ACA P消費者志向活動表彰 『消費者志向活動章j審査結果 2016年度

受賞者 ・活動内容

応募件数 1 2件

（五十音順）

fぷ，；~~t 第2回ACAP 消費者志向活動表彰 『消費者志向活動章J詳細募集案内は三五主

第2図表彫式

活動名・企業団体名 活勘内容 評価ポイント

大学生による、次世代の消賞者リー
消費者市民社会の実現を目標に据え、

夕、ーとなる人材の養成、大学生を対象

とする消費者教育活動。
その核となる人材を育成し、継続的に

運営できる仕組みにしている点が高く
多織な主体と遠鏡した消費者教育の取 2010年に兵庫県と「次世代の消費者

評価できる。
組み 教育 ・学習に関する協定」を締結、

大学生の積極的な取組みと共に、事業
「くらしのヤンク‘クリ工ータ－J認定

生活協同組合連合会大学生協関酉北陸
制度を創設。 2014年に大学生と大学

者とj肖E望者の両面を併ぜ持った特徴を

事業連合
生協職員で梅成する「消費者教育推進

活かし、行政・事業者団体・事業者と

委員会」を設置し、行政、消費者団
の連携を進めている点も素晴らしい。

体、事業者との連携によるセミナーや
今後、全国的に同様の取組みが展開さ

学習会を企画立案し実施している。
れていくことを期待したい。

東日本大震災を契機（こNPO法人と協

｛動で立ち上げたオリジナルの防災ブロ

三；；エクト。取引先企業や地域の自治 本業である損害保険事業と関連した消

体等と協働で取り組んでいる。損害保 費者向け活動であり、一部門の活動で

険事業と華見和性の高い重要な「防災J はなく全社的な取組みとして実施して

防災ジャパシダブロラエクト をテーマとしたプログラムを全国で展 いる。

績害保険ジャパン日本興室様式会社
開し、消費者教育の観点から地域社会 また、地域の自治体やNPO法人、学

に貢献。 校など多様な主体との連携により全国

将来の担う子どもたちおよびその保護 的に展開していること、体験型ワーク

者を対象に、防災について学び、体験 ショップであることが素晴らしく、今

する人形劇、ワークショップなど、 後の継続と更なる発展を期待したい。

2015年から2016年7月までに累計約

40回開催。

全国支社と消費生活セシターとの交流 お客様サービス向上をめざし、全国支 消費者の地域の窓口である消費生活セ

活動 社の担当者が地域の消費生活セン ンターとの交流は、 消費者対応や消費

ター ・相談窓口と定期的に交流を図 者の声の活用の面で非常に重要であ
日本生命保険相互会社 り、お客様の声の収集や情報交換に努 る。

めるという取組み。 その土台として、 ISO10002自己適

ISO 10002 （品質マネジメント一顧 合宣言や消費生活アドバイザーの育成

客満足一組織における苦情対応のため など、企業全体の消費者志向の基盤や

の指針）の適合宣言を行い、消費生活 風土を築いていることを高く評価す

アドバイザー資格の取得を奨励して消 る。今後ち、広範囲な取組みを期待し

費者視点を企業経嘗に反映できる人材 たい。

http://www.acap.or.jp/shohishashikokeiei/acapsho/acapsho _hyosho _ 2016 2017/06/19 
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の育成を目指すなど、会社的体制づく

りを実施している。

「消費者志向経醤」の各職場での醸成

とcs向上に緊がるサポ ト機能拡充
消費者志向の企業風土酪成の取組み

の活動．

「消費者月間」に社長メッセーヲの発
を、ト、yプや経営障が参画し継続・徹

信、シンボヲウムの開催、ポスター制
底していることを高く評価する．

消費者志向経営の風土酪成かちお客様
作など、消費者志向経富の風土醸成へ

商品別専用フυーダイヤルの導入やサ

能点強＜包の取組み
の経営陣による全社的取組みを10年

イトを活用した消費者啓発など、消費

パナνニ~ク株式会社
間継続。

者とのコミュニケーショシの充実と安

その環として、商品別フυーダイヤ
会・安心な暮らしのサポートの取組み

ルの全商品導入、つながりやすさの向
が素晴らしい。

上、啓発サイト「家電情報ポケット』
「消費者志向経自』のモデルとなる優

での安全・安心のための啓発活動な
れた事例であり、今後の継続発展を期

ど、社会の動向に沿ったお客様対応を
待したい。

実践している。

視覚障がい者の機器操作方法習得の実
視覚障がい者本人のみならず、介助者

態を把握し、音声で伝える操作マ二ユ

視覚障がい者向け操作マニュアル～操
アルの課題を整理して、 ICレコー

にち配慮した取組みで、当事者と介助

作方法晋慢のための音声マニュアルの
ダーのマニュアル改善を実施。

者の双方の声に真筆に耳を傾け、改善

改善取組み～
当事者と介助者の意見をちとに、視覚

に活かした活動は見事である。

パナνニツク練式会社アプライアシス
障がい者用音声マニュアルと介助者用

視覚障がい者向けだけでなく、高齢化

社
画像マニュアルを一体化し、介助者が

社会においてち価値ある取組みといえ

ホームヱシターテイシメシト事業部
当事者の疑問点をくみ取りゃすく、双

る。

方にとってわかりやすいものに改善。
この改善で得たノウハウを、他の商

今後、高齢者向けや、絵や動画を用い
品・サービスにち活用、展開されるこ

たマニュアル等にも展開していく。
とを期待したい。

" 

http://www.acap.or.jp/shohishashikokeiei/acapsho/acapsho_ hyosho _ 2016 2017/06/19 



神奈川県と横浜市の事業者指導について 

 神奈川県は特定商取引法及び景品表示法を所管しており、事業者の処分や指導を行ってい

ます。また、神奈川県、横浜市ともに消費生活条例を所管しており、必要に応じ、条例に基づ

く指導・勧告を行います。そのほか、神奈川県、政令市（横浜市、川崎市、相模原市）及び神

奈川県警を構成員とした連絡会議を年４回開催しており、事業者指導に関する情報共有や合

同指導の検討を行うなど、連携した取組みを進めています。 

  

【参考１】行政処分・指導の分類 

 

(1) 特定商取引法（特定商取引に関する法律） 

＜対象となる取引類型＞ 

・訪問販売、通信販売、電話勧誘販売、連鎖販売取引（マルチ商法）、特定継続的役務 

提供（エステ・語学教室等）、業務提供誘引販売取引（「仕事を提供するので収入が得 

られる」などと誘引し、仕事に必要であるとして商品等を売って金銭的負担を負わ 

せる）、訪問購入 

 

 (2) 景品表示法（不当景品類及び不当表示防止法） 

     ＜表示規制の概要＞ 

   ・優良誤認表示…商品・サービスの品質、規格その他の内容についての不当表示 

   ・有利誤認表示…商品・サービスの価格その他取引条件についての不当表示  

 

 (3) 消費生活条例 

 神奈川県、横浜市がそれぞれ制定している消費生活条例では、消費者との取引に際し、 

事業者が行ってはいけない行為を禁止行為として規定している。この規定に違反してい 

ると認められた場合は、神奈川県、横浜市ともにそれぞれの条例に基づき、事業者に対 

し、指導、勧告を行う。 

   ＜禁止行為の例＞ 

   ・重要事項不告知（訪問販売で、クーリング・オフの告知をした書面を交付しない。） 

   ・迷惑勧誘（消費者が「忙しいから帰ってくれ。」と拒絶しているにもかかわらず、そ 

のまま居座り続け、購入を迫る。）など 

 

【参考２】神奈川県が実施する事業者向け研修（平成 28年度実績）※平成 29年度も実施予定 

 （第 19期第４回神奈川県消費生活審議会 資料２別添 P15 より） 

 (1) 特定商取引法 (2) 景品表示法 (3) 消費生活条例 

神奈川県 
業務停止命令 

指示・勧告、指導 
指示・措置命令、指導 指導、勧告 

横浜市 － － 指導、勧告 

内  容 回数・参加者数 備  考 

(1)特定商取引法研修会 １回 179名参加 
事業者団体と連携し、事業者を対

象とした研修を実施 
(2)景品表示法研修会 ６回延べ 484 名参加 

(3)消費者志向経営研修会 ２回延べ 66名参加 

資 料 ３ 



経済局関連団体の広報媒体について 

1 
 

１‐１．市工連（一般社団法人 横浜市工業会連合会）       【ものづくり支援課】 

名  称 市工連ニュース（メールマガジン） 
発 信 元 （一社）横浜市工業会連合会 
発信頻度 月２回程度 
内  容 ビジネス創造、販路拡大、経営力・社員の能力向上に関する情報など 
対  象 会員等メルマガ登録者（約 1,100 件） 

 
１‐２．市工連（一般社団法人 横浜市工業会連合会）       【ものづくり支援課】 

名  称 市工連かわらばん（情報紙） 
発 信 元 （一社）横浜市工業会連合会 
発信頻度 年６回 

内  容 
販路拡大、社員の確保・育成等に関する実施事業のお知らせ、他機関

からの情報提供等 
対  象 会員企業等（約 2,000 会員） 

 
 
２．市商連（一般社団法人 横浜市商店街総連合会）        【商業振興課】 
名  称 よこはま市商連（機関紙） 
発 信 元 （一社）横浜市商店街総連合会 
発信頻度 年３回発行 
内  容 各商店街の取組み等の紹介、市からの情報提供等                                
対  象 市商連加盟店：約 10,800 名（個店も含む） 
備  考 ・「フロム市役所」というコーナーに行政からの情報を掲載している。 

 

 

３．IDEC（公益財団法人 横浜企業経営支援財団）       【経営・創業支援課】 

名  称 横浜企業経営サポートマガジン（メールマガジン） 
発 信 元 （公財）横浜企業経営支援財団 
発信頻度 毎月１～２回 

内  容 
専門家による起業・経営お役立ち情報 
財団・横浜市による最新の応援メニュー 
起業・経営の疑問に答える Q＆A 情報 

対  象 
(登録数) 

横浜での創業や新規事業展開に挑戦する企業家・中小ベンチャー企業

（約 6,940 名） 
備  考 ・国や県、市等の公的機関による支援情報等を発信 

 

 

資 料 ４ 
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４．横浜商工会議所                       【経済企画課】 
名  称 横浜商工会議所メールマガジンサービス（メールマガジン） 
発 信 元 横浜商工会議所 
発信頻度 毎月２回（他機関からのお知らせは 20 日頃に発信） 

内  容 
事業活動のお知らせ、部会・支部情報、企業支援・金融などの経営情

報、セミナー・講習会情報、簿記・そろばんなどの各種検定情報など 
対  象 
(登録数) 

受信対象者は会員・非会員問わず（約 5,500 名） 

備  考 
・商工会議所からの情報（15 日）、他機関からのお知らせ（20 日）と

内容別に発信をしている。 
 
 
５．横浜市経済局                      【経営・創業支援課】 
名  称 企業支援＠ヨコハマ（メールマガジン） 
発 信 元 経済局経営・創業支援課 
発信頻度 毎月１回 
内  容 市が実施する企業支援情報、各種催事、助成金のお知らせなど 
対  象 
(登録数) 

市内企業等（約 810 名） 

備  考 ・市の情報に特化したメールマガジン 
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メールマガラシ

市：ζ遼ニュース170515第 378号

発行日： 2017年OS月15日

守守可可可可可可可守可可可可守可可可可可可守司可可可可可可可可可可可可可可可可可

市工連二ユース (2017年5月15日発行）

＂＂ιιι＂＂ ＂＂ιιιιιιι＂＂＂＂＂＂＂ """"" ... ＂ιιιιιι............‘ 
ごのメールは、地域工業会会員企業の皆様、また、ご登録いただいた皆様方にお送り

しています。配信停止、変更は、当メールにてご返信ください．

発行：一般社団法人横浜市工業会連合会

干231-0023横浜市中区山下町2産業貿易セシタービル 2F 

TEL 045・671-7051FAX 045開 671”7321

ホームペーラ： h性p://www.y-shikouren.o「.jp

*-C.ミ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊－（.足＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

・一市工連からのご案内 一・

1 30年在籍永年功労者表彰を受けました．

＜横浜商工会議所中部支部＞

2 J学校と企業の就職に関する懇談会」について

・一 関係機関からのご案内 一・

3 BioJapan2017神奈JIIパピリオシ（仮称）出展企業を募集します！

く横浜市経済局＞

【申込締切：平成29年6月2日（金）】

【開催日：平成29年10月 11日（水）～13日（金）】

《セミナーのご案内》

4 オーダー型スキルアップセミナーのご案内

＜神奈川県立東部総合職業技術校＞

Topic 1 

1 3 0年在籍永年功労者表彰を受けました。

く横浜商工会議所中部支部＞

5月 12日に横浜ロイヤルパークホテルで開催された猶浜商工会議所中部支部

設立40周年記念式典において、 30年在籍永年功労者として当連合会ち表彰を

受けました。

htや：／／www.y-shikouren.or.jp/wp/magazine/mailmagazine/3327.h加 l 2017/06/08 
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Topic 2 

2 「学校と企業のFぷ哉に関す否懇談会Jについて

6月9日に開催す否「学校と企業の就職に関する懇談会」参加企業募集については、

昨年を上回るお申込みをいただきましたので締め切らせていただきます．

Topic 3 

3 BioJapan2017神奈川パ巴リオン（仮称）出展企業を募集します！

く横浜市経済局＞

パシフィコ横浜で開催されるアラア最大級のパイオ産業イペント「BioJapan2017J 

への出展のご案内です．

横浜市は昨年に引き続き、川崎市、木原財団等と連携し”神奈川パピリオン（仮称y’
として出展し、パイオクラスターとしての横浜・川崎・神奈川エリアをPRします。

このパピυオシで貴社の製品・技術PRをしてみませんかフ安価でご出展いただけ

ますので、ぜひご活用ください！

・日時平成29年10月11日（水）～13日（金）パシフィコ横浜

・出展料中小企業料金： 6万円／1ブース、一般料金： 8万円／ 1ブース

・出展条件以下の3点の条件をすべて満たす企業

「本社または事業所所在地が神奈川県内にあ否企業」または

「横浜・神奈Jll/1:イオピラネス・ネvトワークに加入する会員企業で

構成される『バイオベンチャーアライアシス』に参加している企業」

・原則、神奈川パビリオシ（仮称）以外で出展しない企業

－自社で製品の開発やサービスの提供を行っている企業

・申込期限平成29年6月2日（金）

※先着順です。 （申込みいただけ否ブース数は、 1社につき3ブースまで）

o申込み・問い合わせ先

横浜市経済局ライフイノベーション推進課中城、鈴木

TEL:045-671-3495 E-mail: ke-bio@city.yokohama.jp 

Topic 4 

4 オーダー型スキルアップセミナーのご案内

く神奈川県立東部総合職業技術校＞

～企業のご要望に応じたセミナーを開催します～

神奈川県立東部総合職業技術校（かなテクカレッヲ東部）では、企業の皆様からの

ご要望に応じてセミナーを開催す否「オーダー型」のセミナーを開催しています。

「セミナーに参加したいが日程が合わない。 j f社員のレベルに合わせてやって欲し

い。 Jなど、お気軽にご相談ください．

詳細は、ホームペーヲをご覧ください。

htφ：／／www.y•shikouren.or.jp/wp/mag沼ine/mailmag犯ine/3327.h回l 2017/06/08 
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http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f4406/p507263.html#order2 

『東部校神奈川』で検索！

「オーダー型スキルアップセミナーJのご相談は、お気軽にセミナー担当まで。

合食＊食食食女合古女台 女 合 古 女 合 合 会

［会場］神奈川県立東部総合職業技術校（横浜市鶴見区寛政町28 -2) 

J R鶴見線安善駅下車徒歩1分となります。

［お申込み・お問合せ先］セミナー担当（TEL:045-504-3101）まで

平日8:30～17 : 1 5の聞に、お電話ください。

［スキルアップセミナー申込方法］

h仕p://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f4406/p507263.html#menu2

＊食古女合合女合古女台育＊女官女食食

http://www.y-shikouren.or.jp/wp/magazine/mailmagazine/3327.html 2017/06/08 





信頼と協調で粛正選の輸を拡げまう

@fヱ£がねら品
一劇団法人横浜市工業会連合会 ：：：~：~~；~~：：士芯議議第160号

(2016年2月）

一本号の記事一

①平成29年度横浜市予算に対する市工連要望について

② よこはま就労支援プログラムJインターン実習生受け入れ企業の募集

③［新入社員等若手社員のフォローアップ研修会j開催のご案内

④ 金沢産業団地の秋の祭典 PI Aフヱスタ2016開催！

＠ 横浜テレワーク推進事業のご案内 く横浜市経済局〉

〈｛一社）績浜金沢産業連絡協議会〉
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平成29年度横浜市予算に対する市工遣要望について
平成29年度予算への要望につきましでも例年巡り、市工巡の政策委員・施策検討委員並びに横浜市経済局及び機

浜企業経営支援財団（IDEC）の担当者により具体的内容について意見事E換会を開催し、その内容を踏まえて、政
策委員会で検討協議を行い要望齢を作成します。

なお、平成28年度予算に反映きれた主な要望項尽について f;Jc2に掲載しました。
1 平成29年度予算への市ヱ迷予~：要望のスケジュール（予定）
(1）減策検討会

政策委員の出席も得て、図ごとにテーマを変えての意見交換を7月～9月の問で3回初催、
開徽l時間は18～2幻時
第lliil 操業環境、販路拡大筋2回人材確保・育成、その他

(2）地械工業会からの傾別要望の提出（8月上旬）
告書3回 総括

( 3）施策検討会での架設業及び地域工業会からの倒別要議を取りまとめ予算要望栄を作成（9月）
(4）政策委員会で予算要望家を検討協議の上、婆雪量舎を作成（9月末～ 10月初旬）
(5）横浜市長に「平成29年度横浜市予算に対する産業燦興に関する聖書護軍嘗Jの提出（10月下旬頃）

2 平成28年皮予算への反株主事についての回答（主な事項）
要望に対する横浜市長からの題答文は「よこはま市工巡J（平成281!!7月発行）に掲級しました古人予算への反

映等で望書甥が実現した項目を取り出して記載します。｛文章は簡略化してあります。）
※は実際の施策実施の中で、反映された事項
〔:m点要望〕・・.2:1買沼

(1)企業の人材確保・育成等の活動に対するトータJレな支援
若者の fものづくりイメ｝ジ向上jに向け、今後も潟校生を対象とした人材確保・育成事業を、引き続き賞

団体と迷携して取り級んでいく。
※ものづく切の魅力制伝える事業の光~

(2）販路拡大支援の強化（テクニカルショウヨコハマの一層の充実）
テクニカルショウの会場拡大についても視野に入れつつ、出渓企業の要望を犯縫いこれを反映した展示会

のあり方を質密体とともに検討していく。
〔局JJJJ要望〕・・－主として対応された環日

(l) 横浜市公共事業発注の際に担い手確保につながる発注の仕組みの検討
発注！待郊の平準化については、従来からの「早期発注の推進j、「発注時期の分数jに、新たに「債務負担行

為を設定しての年度を跨ぐ工事の発注jを加え、これらをバランスを考えながら推進していく。
(2）区役所と迷携した企業の制民経営への支援

「健康経営Jの考え方を普及する研修会を各区と述携して開催。企業の中で健康づくりを誰逃する f企業健
康披進気jの養成や、健燦づくりに関する術報をメールマガジンで叡信する「ょこはま企業健燦マガジンjな
どに取号組んでいる。また、小規模事業場のメンタルヘルスについては、関連機関と協働して支援していく。

(3）海外飯路開拓支援事梁の充実



輸出アドパイスや海外.)j;示溜談会出展助成などを引き続き行なう。
z：来技術支援センターでは、輸出先の製品安全規絡についての綴談、情報綾供、海外の製品規絡に適合する

ための評価試験等様々な中小企業の海外展開支援サービスを行なうの
※海外企業ニ」ズとのピジネスマッチング守，mの拡充

(4）地域n献企業認定事梁のーj替の光災
認知皮肉上のため、関係部擦問での述携強化や広報ょこはまなどを活用したPRなどの取組を進めるととも

に、企業ニーズにあった支援策の検討や、事業の充実を図る。
※融資制度「ょこはまプラス資金Jの利用の優遇
※「中小企業製造業設備投資等助成制度J利用資絡重要件の級車1

(5）操業環境向上に対する助成
中小製造業設備投資等助成制度で、操業に伴い工場から発生する重量音・振動等を低減する機器類の導入を新

たに助成対象とする。
(6）各区役所でのものづくり産業への支援

企業の情報やニーズを区役所と共有することが、；重要と考え、現場訪問支後事業では、区内の中小製造業の
笑態把握に向け、必要に応じて区役所車農民も参加している。今後も、訪問等で得られた企業のニωズを共有し、
区で行っている様々な取組と述携して中小製造業を支援していく。

※区で行う人材事童保につながる事業の支援（区配事業）
(7）従梁民向けの設備資等の補助

職場環境の改善については、これまでの対象に加え、平成 2T年度より女性専用設備の設設費用も効成対象
とするなど、女性1舌簸推進にかかる支援を充笑させた。

(8）ワンストップ相談事業などのー腐の充実
ワンストップ経営相談窓口では、事業承継等も含めた企業が抱える縞広い相談に、引き続き対応していく。

今後も、現場の芦を開き、課題解決に役立つような文援策や相談窓口をわかりやすく紹介できるよう工夫を悶
るとともに、きめ細かな対応により、引き続き事業の光~に努めていく。

(9) BCP策定への支援
IDECの中小企業支援センタ一事業に位仮付け、企業のBCP策定を支援していく。

② ...........・M ・....................・H ・－““““・・・・・....・H ・.........・M ・....・H ・..........・M ・................“．．．．．．．．．．．．．．．．．“．．．． ．．．”．．．．．“．．． 

従業員の採用をお考えの企業様

平成28年『よとはま就労支掻プロダラム』
インターン実習生受け入れ企業様を募集します

I .募集をしても人材が集まちないll・自社をうまくアピールできない 11・すぐやめてしまう i
そんなお悩みを捻えていらっしゃいませんか？採用意放のある企業機とやる気のある若手入討、職場復帰に意欲

のある女性人材との橋波しを行う、インターンシップ事業を活用して採用してはいかがですか？

女インターン実習受入れのメリット
11 就職意欲の高い人材いと出会えるi

やる気のある人材とインタ」ン尖習期間 (1適用程度）を通して接することで御社に必姿な人材かどうかど判
断いただけます。双方の合1があ ｝ ’に採潮できます。
・機浜市内在住・在学・在勤の18才以上.40才未満の若者
－横浜市内在住でキャリアプランクがあり符就職を希望する女性

12 ミスマッチの少ない採用カ句T能｜
インターン実智前にき起智生に対し企業紹介の場となる「マッチング交流会Jを開催し、相互理解を深めること
によりミスマッチの少ないインターン実智に結び付けます。

13 採用募集費用の削減｜
与、交通費、 事 、 周に関する費用は一切かかりません。また、研修生は、全員インターンシツプ保険

の被i 者とな9ま が企業様のご負=I!!はありません。
女インターン受入時期：第3刻主主：平成初年11月中匂
女お申込み 申込先：ー船主団法人犠浜市工業会迷合会 TE L刈45-671 -7051 

下記御申込書にご紀氏いただきFAX (045-671-7321）にでお申し込み下さい。

費社名

所在地 γ 

役職 FAX 

TEL 希望人数

E-mailアドレス

業受付後、受入概要、験場潔演についてご記入いただく、横浜市就職サボ｝トセンター事業受λ申込事揮をお送りいたします。

本事業は、株式会社パソナが横浜市より運営を受託し、一般社団法人横浜市工業会迷合会が体験就業受け入れ企業
（インターン実習）を募集してマッチングを殴号ます。
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漏盃画百 f新入社員等若手社員のフォローアップ研修会j隠催のご案内
V 今年度新しい試みとして、入社J!/JIIOの短い若手社民を対象としたフォローアップ研修を企図しました。今年度入
社された新入社民をはじめ、入社5年目程度の若手社員の方を対象に、更によ相良い仕事をするための考え方等を
学んでいただきます。

《フォローアップ研修のメリットとポイント》

入社1～ 2年目の方には、新入社員として入社後を凝り返り身についた能カを検証し、不足しているところと
今後の諜磁を見つける
3～5年闘を迎えた社員の方には、自分から周図に働きかける積極的な姿勢を身につける。加えて「自分の能
力」、「仕事のやり方j、「対人関係Jの3つを通じて、これからの仕事へのヒントを学ぷ
自分をどのようにスキルアップさせてゆけばいいか、その方法を実践的に学ぷ

ー‘。，
G

内

δ

平成2&年11月9EJ（水） 9: 30～ 17: 30 
17: 30～ 19: 00 

産業貿易センタ｝ピル 「産貿ホーJレ2F

30名

9,000円（昼食お弁当・交流会焚含む）
申込書受付後、議求者嘗を送付させていただきます。
今年入社の新入社長及び入社5年日程度の若手社民
市工逃新入社員合同研修に参加していない方もご参加いただけます。

グループ討議・訓練
交流会
小鹿：1ミ室j

四

回

目

園

圃

カリキュラム

立~遮金

！申込， f問い合わせ先I（一社）横浜市工業会迷合会 TEL045-671-7唱51

盟豆亙亙罰申込瞥iこご記入の上FAXでお申し込みください。

参加申込書 FAX 045-671-7321 

資社名

代表者名

ご伎所
T 

電話番号 I FAX番号 ｜ 
ご担当者機

参加者氏名 年齢 性別 参加者所属部署 入社年度
｛ふりがなを付けてください）

歳
男・女

歳
努・女

語E
男・女

量E
男，女

員E
男・女



(“••••••••••••••u•••••••••”,...........’.......’..............................‘......…”........ ・・・・・・・・・・・ .....・H・......・H・·········•

Pl Aフェスタ2016開催！｝
金沢産業団地の秋まつ号 rPIAフェスタ（ピアフエスタ）jを次のとおり、開依いたします。参加湿・体験君主の

イベントや見て楽しいステージイベントの閥骨量、金沢産業開地企業の製品販売（カステラ、レ｝ズンサンド、総菜
ほか）、飲食関係の模擬店、開E量ii死企業の出店が予定されています。
今年はテニスコ｝トをキッズコ』ナーとし、エアー遊具（ふあふあ）などを設援、会場入口付近は、大道芸や金

沢消防署による消防車両展示、お子様向けの消妨nri.殺用体験も予定しており、家族で観覧、参加できるエリアを設
け、金沢産業団地を知ってもらいながら、色々と楽しめる内容となっています。皆さまのご来場をお待ちいたして
おります。

金沢産業団地の一大イベント

開催日時： 10月21日（金） 10時～21降、 22日（土） 10時～18時
※前夜祭 10月20日（木.） 17時～20時振興センター入口付近限定

場：横浜市金沢産業振興センタ｝（所在地・検浜市金沢区梅減1-5-2)
催：（一社）横浜金沢笈業連絡協議会、横浜シーサイドフォーラム
後：（公財｝横浜企業経営支援財団
援：（一社）横浜市ヱ業会連合会ほか

会
主
共
後

主なイベント（予定）：
208 ｛木）く前夜祭〉援興センタ｝入口付近にて飲食できるオ｝プンテラスを設置。

お気軽にお立ち寄りください。
21日（金）お神楽｛禽照八幡宮）、樹4研修生による音楽＆ダンスイベント、傭人参加型フットサル、小学生サ、y

カ｝スク』Jレ、カラオケ大会を含む音楽イベント、赤十字による献血活動、抽選会、機嫌店ほか
22日（土）飛行機（紙飛行機）を作って飛ばそう、 ｝＼・景島のペンギン展示、大港慈、地元のお様子の披露、地元

の学校や図体等による音楽イベント＆ダンスイベント等、メif(g大〉ジェシガ等参加護ゲ｝ふ三ヨ
ーヨ｝釣弘子供Jfiri:tエアー遊具、防災ヲ正ステイパル｛消紡家展示・子供用防火服着用体験等〕、
摘選会、模擬店ほか …i 

詳細は、ホ］ムベ｝ジにでご確認下さいパ閉21?日頃アップ予定） h均：／／www.s師団J<yo.jp/

⑤ ”.............. -...........勘．．．．．．．．．．．． ..............山．．”．．．．．．．．．．．’.................．“．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．． ”・・・H ・H ・...・H ・H ・H ・...・H ・－・

横 浜 テ レ ワ ー ク推進事策のご案内く横浜市緩糊雇用労働繰〉

横浜テレワーク推進事業ではピ多機な働き方を創出する環境づくりを進めるため、「テレワ｝クjゃ「クラウード
ソーシング」などの普及・瞥発を行っています。

9}'Jに「クラウドソ｝シング活用セミナーj、11月に「テレワークセミナーjを開催する予定ですので、是非ご多！
加ください！

1 横浜市クラウドソーシング活用セミナー
＠日時：平成28年9月13日｛火） 13 : 30 -16 : 00 (13 : 00開場）
＠会場：YCCヨコハマ創造都市セシタ｝ 3階イベントスペース（横浜市中区本町6-50-1)
．主催t横浜市 • ＠参加費：無料
．対象z；償浜市内中小企業及び横浜市内に事業所のある企業等
＠定員： 50社・ 100名（事前申込制、定員になり次第締切）
＠内容：人材不足の解消、コスト削減、競争力強化、業務効準化など様々な課題解決へ向けた新たな手法とし

て、インターネット上で食業から偶人毒事に対して仕事を依頼することができる fクラウドゾ｝シン
グjがtloEIされています。
本セミナーでは、 f横浜市のJjlffl情勢とこれからの人材活用jゃ fクラウドソ｝シングの内容と活用
方法j、「実際に活用している中小企業の設の戸jをご紹介します。

2 横浜市テレワ｝タセミナー〈予定）
φ日 時：平成総年11月7日（月） 14: 00～16・40(13: 30開場）
φ会場：横浜情報文化センタ－ 6Jll苦情文ホール（横浜市中区日本大通11)
．主骨量：横浜市 ．参加費：無事ヰ
・対象：横浜市内中小企業及び横浜市内に事業郊のある企業等
・・5E貝： 50社・ 100名（事前申込側、定員になり次第締切）
φ内容：本セミナ｝では、時間や場所にとらわれず、多様な人材スキルを柔軟に活用できる在宅勤務安中心と

したテレワークについて、ご紹介します。
また、ちょっとした疑問を聞く’ことが出来るテレワーク導入個別相談会も併せて開催します。
（テレワ｝ク導入備別相談会はLセミナー申込の上、要予約）

※r2横浜市ーテレワ｝クセミナ』Jについては、内容や時間が盛更になる場合もあります。詳細が決まり次第、下
記URI,に機織いたしますので、そちらをど線認ください。

httpsゾ＇／www.p部onatech.co必/lp/ytele/topjsp

TEL 0120-847195 ・ E-mail : yo註ohama.@pa回natech.co.jp

cl、2ともにお申込み，喜平線はこちら。1,2のお開会せ先
横浜テレワーク推進事業事務局



商店街の
特集）よDよU

組織コ＜白
よζはま
市商運



' r‘ 

（ 

、

t可思

真庭会長（就任25年）
サービス業「（有）真庭商事J

高橋さん（会計・花壇管理）
理容室「ファミリーサロンKENJ

『『~，4戸11，，叩
""""""'''f:: Hi 

困ったことは真庭会長が助けてくれる、という安心感が各会員の商層街
活動を積極的なものにしています。大好きな商店街を宋永く残すため
に自分ができることは何か、といヨ視点で役割分担、きた、そ6役寄｝注
経験することで、さらに会長や商店街への愛着を生む、という良い循環
ができています。

会長としては楽をさせてもらってますね。背負い込まず、出しゃばらず、の名ばかり会長

です（笑）。だから長きにわたり務められています。「やるべきことをみん芯で分担するJ
という雰囲気はずっと昔からです。小さな商店街ですから助け合わなければ運嘗が立

ち行か芯くなるととを各々 が、よくわかってくれているんでしょう。みん芯が商店街を大
事lζ思ってくれていると感じています。

イベント当日は会員を核として、商店街を応援してくれる地元自治会の皆さん、地域団

体のみんながよく動いてくれるんです。その分僕I；：！；楽しみながら裏方に徹し、関係先

への挨拶や、お客さまや子どもたちへの声かけに気を配って、イベント全体を備眼的
に見ることができています。
何事も一所懸命頑張ってくれている会員の気持ちを大事に、とにかくチャレンジしても
らいます。何かあれば僕に言ってくれ、ということだけはいつも言っています。愚後の
責任｜草会長にありますから。

、， " 

会長とのパイプ役、イベントの統括が主主主仕事です。開店ほど怠く夏祭りや

朝市を企画運営させてもらったのがきっかけで‘就任しました。イベントも僕ひ
とりですべて行うのではなく分担しています。例えば、自治会にお餅っきのご

協力し1ただく「花＊花まつりJでは、地域とのお付き合いの長い高橋さんに主
だって動いていただいています。「えだきんぎょjも地域

出来るだけ現金は持ち合わせ

ず、お金の出し入れが通帳でわ
かるように集約して、月こ、とに

残高は合わせています。外出が、

できる業穫ではないので、店に
いながらできる会計を担当さ
せてもらっています。また、商

店街に来てくださったお客さま

団体がすべて運営してくれているので頻繁な活用が
可能になっています。イベント開催は人が来てくれる
か、事故は起こら芯いか、と緊張感l正常にあります

が、任せてもらえることでやりがいを感じています。

商売の繁忙期と商店街の業務が重なると大変な
ので、スケジュール管理、早めの早めの準備を心｜宮原さん（副会長兼企蘭担当）
がけています。 ｜生花「FROWERGIFT SHOP YUUJ 

仁｜をお花でおもてなしするため
'Iの花壇すべてを維持管理して

います。都筑区のハマロードサ
ポーターにも登録、地域の方に

も声をかけてお手伝いいただ
き、交流できるのも楽しみのひ
とつです。

開；：：胃イベントのポスター、チラシの発注、新聞折込の手配、

ホームページ更新の依頼をしています。近隣へのポス
テインク、や掲示物は会員で手分けして回っています。あ

とは情報発信の管理ですね、会員4人でイベントの様子'・:I[) .. •;‘1 
w、~ r、

や四季折々の写真をフェイスプyクlζアップしています。

盤趨1みんな、商店街の賑わいづくりになるならでさることは
やっていこう、という気持ちだと思います。

会長が屈し1たファックスやお手紙を届けてくれます。その書類管理、各所への返信、

補助金申請・報告などを担当しています。また、会議などの議事録作成を担当して

いるのですが、会長や宮原さんに内容をチヱツクしていただけるので不安なく取リ
組めています。議事録の配布は、うちの障害者自立支援活動の一環として従業員で

コ胃 M 圃園町 分担しています。お届けにあがることで顔や名前を覚えてもらい、商店街で会った I¥
糊さん側 ｜時伊をかけてもらえるなど、ありがたい機会になっています。 〓＿.ri.. 

喫茶・軽量「AsutaCafeJ 1 ’ F也 、
L.,) t.~；；，し f

hだけではもったいないです。商店街活動を通して日々の商いとは異なる経験を積み、見・ r,J' '" 
A商店績やまちそのものの宋来を考えられるリーダー育成に繋がっていきます。 ・ i一、
E代の商店会長たち。「いつかは商店会長になって商店街を支えるぞ!Jと若手が商店街活・ 一二LC::
yれi;I'.'いけません。 仁jtJ., 
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陸軍盟盟オレンジコートニ会
ショッピングセンター会1

小菅会長l孟商店街をチームととらえ、トップでありながらパイプ役に徹 ＼川
しています。新しい会員にI.I:商店街でうまくやっていけるようルールや J、
しきたりを折に触れτ伝え、仲間として歓迎します。会員はその恩返し !' 
に、と商店街活動に自然に参加していきます。古くからの会員の力とうま イ

く融合し、それぞれが力を発揮できる組織づくりを可能にしτいます。

~ 
会長は4代目ですが、「内部の団結を大切にjという意識は先代たちから脈々と受け継が

れています。商店街という舞台で演者は会員の皆さん、気持ちよく働いていただけるよ
う、どんな役が合っているかを考えてお願いする。その総合プロデユースが会長の役目
だと思っています。商店街には才能をお持ちの方がたくさんいますから、適材適所で、女

性ならでは、若い人ならでは、新しい人芯5ではの視点やそれぞれの考え方を尊重してお
任せしています。女性役員お＝人の存在にもすいぶん助けられています。会員が困って

いないか、業務の負担が偏ってしまっていないか、などにはいつも目配りしています。特
lζ、うちの商店街を選んで出店してくれた新規店舗がスムーズに芯じめるよう、私が一緒

に行って会員に顔合わせします。商店街が深長く続くためには、全てが「人J。大事芯仕事

はその種まき、「人育てJrtと思っています。

イベント票日の発注や仕入れ、また、イベント時の写真撮影をしています。他地区での店舗

経嘗もしており留守がち怠のですが、忙しいなかでも担当していることをキツチリ乙怠して
いる先輩たちの姿勢に感化され頑張っています。オレンジ、コートに開店して11年、この
4月から副会長になりました。実力はまだまだですが不安はありません。みん怠が必ず
助けてくれる、と信じているから受けられる。一生懸命やろうって思えます。

経理全般は主人で私は日々の会計と、さらに家庭内で佼割分担して
』 います。外出はできないので信用金庫さんに入出金の訪問

をお願いしています。またイベントは、装飾や景品に季節
感が出るように、自分自身も楽しみながらお客Zざまの笑

顔を思い浮かべて企画しています。「あの商店街の雰囲
気が好きJ、そう感じてもらえたら嬉しし1。小さくても末

Fくお客さまl認される商店街でありたいです。

補助金申請、区商連や役所の

窓口、売り出し芯ど年7固のイ

ベント運営管理をしていま
す。申請作業は苦労すること
もありますが、それが商店街
の賑わいづくりに直結してい

るので、やりがいはあります。

小菅会長が前総務部長だった

ので、怠んでも相談ができる．

ぐJ

間宮さんと同じく、イベント祭昂の
発注や仕入などを行怠っていま

す。また男手が必要な作業の声か

けですね。分担してフラッグやポス
ターを配布、掲示してもらいます。

僕は3代固なのですが、動ける人は

動く、という雰囲気が継承され、新
しい方も皆さん協力的です。そろ
そろ経理業務を若い世代に継承す

ポスターやチラ
シのデザイン・編
集担当です。デザ

インソフトを持っ

ていたことが担
当のきっかけでし

という安心感も大きいです Iに）
ね。イベントで｜立、［あの景品

る、という乙とで
今期から経理
もお手伝い

しながら勉
強します。

た。うちのチラシは独特で、、定型の蓄を

込み式原稿依頼蓄を各店！こ配り、手書
きで作ってもらい、僕がレイアウ卜する

という流れです。自店のPC作業なので
時聞を見つけて進められています。新し

いお店も増え、そのお客さまがウチに
来てくれるようにしたい。その逆ももち

ろんそうです。そんな回遊を生むため
にも広報は大事にしています。 t

よかったわ。Jなんて感想を直
接聞けることも頑張れるモチ

ベーションのひとつ、お客さま
の笑顔にちゃんと繋がってい
ることが実感できます。

商店街活動は「やらざるを得ないJ業務を負担しあう、というマイナスのイメージを持ってし

識や人間関係を広げることは自身を成長させてくれます。やがて自身の商売の可能性もE
商業者として地域の商業基態を支え、地域や行政、外部団体と信頼関係を築きあげてき古

動の経験を積み、満を持して会長職が後継されていく、そんなサイクルを作り上げていか主

い恥主主E二； ' ..、 t..叶 i..一
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（ 
昨年10月、昔ながらの商店街にとびきりおしゃれなカフェが出現しました。
木の温かいぬくもりを感じられる店内には優しい時間が流れていますa
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区商連会長に区の乙と、商店街のとと、商売の
とと、ざっくばらんに語っていただきます。会長
の区内一押しのお店も紹介します。
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（
笑
）
。
き
て
、
突
然
で
す
が
、
三

浦
市
ご
出
身
の
天
野
選
手
、
横
浜
っ
て
ど
ん
な
魚
が
並
ん

印

象

守

す

か

？

で

い

た

り

、

天
野
み
な
と
み
ら
い
の
よ
う
な
華
や
か
な
飲
食
店
な

都
会
に
加
え
、
下
町
っ
ぽ
い
商
店
街
も
た
く
さ
ど
が
あ
っ
た

ん
あ
っ
て
メ
リ
ハ
リ
が
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
楽
し
り
し
て
、
楽

み
方
が
で
き
る
街
だ
と
思
い
ま
す
。
僕
は
商
し
い
と
こ
ろ
盟

店
街
の
ほ
っ
と
で
き
る
雰
囲
気
が
好
き
で
す
。
で
す
ね
。
岨

以
前
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
は
近
く
に
商
店
街
佐
穣
最
～

h
E
W凡
過

が
あ
っ
て
、
よ
く
足
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。
大
好
近
で
は
横

1
L
J
f叫↓

p

き
な
お
蕎
麦
屋
さ
ん
が
あ
り
ま
す
。
浜
も
生
鮮
一
一
一
品
が
充
実
し
て
い
る
商
店
街
が

佐
藤
嬉
し
い
ね
え
。
う
ち
の
商
店
街
は
杉
田
少
な
く
な
っ
て
ね
、
・
本
当
は
天
野
選
手
み
た
い

に
あ
る
ん
だ
け
ど
、
杉
田
っ
て
知
っ
て
る
か
な
？
な
若
い
人
に
も
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
お
店

天
野
な
つ
か
し
い
で
す
l
高
校
時
代
、
授
が
並
ぶ
商
店
街
に
し
て
い
十
き
た
い
ん
だ
よ
ね
。

世
間
終
了
後
、
普
段
は
追
浜
の
練
習
場
に
直
行
で
は
、
こ
こ
で
対
談
恒
例
の
質
問
で
す
。
天
野

で
し
た
が
、
練
習
の
な
い
自
に
は
野
球
部
の
友
選
手
が
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
っ
て
い
な
か
っ

だ
ち
と
よ
く
電
車
に
乗
っ
て
杉
田
に
行
っ
て
、
、
た
と
し
て
、
商
店
街
で
お
店
を
出
す
な
ら
何

商
店
街
で
揚
げ
物
と
か
ラ

l
yン
と
か
食
べ
ば
l
l屋
さ
ん
を
や
り
た
い
で
す
か
？

ま

し

た

。

ー

ト

セ

〈

野

そ

う

で

す

ね

i
、
甘
い
も
の
が
大
好

佐
藤
杉
田
ま
で
来

rく
れ
て
た
ん
だ
ね

JF
怠
な
の
で
、
お
因
子
屋
さ
ん
な
ん
て
や
っ
て
み

激
で
す
。
ス
ー
パ
パ
時
コ
ン
ビ
ニ
つ
直
膚
下
出

V
た
い
で
す
。

ぺ
ら
な
く
て
も
畏
い
物
が
で
き
る
け
ど
、
個
店
佐
藤
な
ん
だ
、
和
菓
モ
好
き
な
ん
だ
。
僕
の

は
会
話
が
必
要
に
法
る
で
し
も
う
ち
は
花
展
斗
親
械
に
聞
子
屋
さ
ん
い
る
か
ら
お
土
産
に
持
つ

で
す
が
、
お
客
さ
ん
が
ら
可
地
を
聞
か
れ
も
ι
＼
£
衆
た
ら
よ
か
っ
た
な
あ
（
笑
）
。
じ
ゃ
あ
次
も

り
、
逆
に
こ
ち
ら
か
ら
積
稔
的
に
説
明
し
だ
怪
例
の
質
問
で
す
。
毎
年
横
浜
の
商
店
街
で
、

り
も
し
ま
す
。
そ
ん
な
コ
主
ヂ
グ
l
シ
ヨ
ン
を
1
1美
味
し
い
も
の
の
N
o
－
－
を
投
票
で
決
め
る

と
れ
る
こ
と
が
商
店
街
の
強
み
か
な
。
モ
ノ
を
イ
ベ
ン
ト
「
ガ
チ
l
シ
リ
ー
ズ
」
、
今
年
は
チ
ヨ
コ

売
る
だ
け
で
は
な
い
、
地
域
の
ふ
れ
あ
い
や
つ
な
ス
イ
1
ツ
を
投
票
対
象
に
し
た
「
ガ
チ
チ
ョ

が
り
の
場
で
も
あ
る
ん
で
す
。
コ
！
」
・
な
ん
で
す
が
、
好
き
な
チ
ヨ
コ
ス
イ
l
ツつ

天
野
は
い
、
僕
も
地
元
に
帰
る
と
そ
ん
な
で
あ
り
ま
す
か
？

雰
囲
気
を
味
わ
い
た
く
な
っ
て
、
必
ず
商
店
街
天
野
ん
i
難
し
い
で
ヂ
ね
。
（
少
し
考
え
て
か

に
ふ
ら
っ
と
行
き
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
や
ら
）
チ
ヨ
コ
ク
レ
ー
プ
、
チ
ヨ
コ
ケ
i
キ
が
浮
か
び

ま
し
た
。
体
調
管
理
と
か
を
気
に
し
な
け
れ

ば
、
い
く
ら
で
も
食
予
ら
れ
ま
す
（
笑
）
。

佐
藤
本
当
に
甘
い
も
の
好
き
な
ん
だ
ね
え
。

今
回
杉
田
か
ら
は
エ
ン
ト
リ
ー
は
な
い
け
ど
、

磯
子
区
か
ら
の
エ
ン
ト
リ
ー
、
応
援
し
て
ね

〔
笑
）
。
そ
う
だ
l
先
輩
と
し
て
、
僕
に
杉
田
の

お
店
を
笑
内
し
て
美
味
し
い
も
の
を
ご
馳
走

さ
せ
て
ほ
し
い
な
。
天
野
選
手
と
会
っ
た
の
が

僕
だ
け
じ
ゃ
も
っ
た
い
な
い
、
ぜ
ひ
杉
田
の
子
ど

'O 

℃ 

も
に
会
わ
せ
て
あ
げ
た
い
で
す
。

天
野
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
僕
も
小

学
校
時
代
、
プ
ロ
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
ふ
れ
あ

え
る
機
会
が
あ
っ
て
、
小
さ
い
頃
か
ら
の
夢
が

現
実
味
を
帯
ぴ
た
瞬
間
で
し
た
。
絶
対
プ
ロ

に
な
る
ぞ
、
っ
て
奮
い
、
今
日
が
あ
り
ま
す
。

今
度
は
僕
の
香
で
す
l
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

佐
藤
握
手
を
し
た
り
、
サ
イ
ン
を
も
ら
っ

た
り
で
き
た
ら
、
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
恩
い
出
、

サ
ッ
カ
ー
を
あ
ま
り
知
ら
な
か
っ
た
子
も
、
間

違
い
な
く
横
浜
F
・
マ
リ
ノ
ス
の
フ
ァ
ン
に
な
っ

ち
ゃ
い
ま
す
。
機
会
を
つ
く
り
ま
す
の
で
絶

対
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。
そ
れ
で
は
最
後
の

質
問
で
す
。
今
後
、
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
し
て
ど

ん
な
目
標
＃
持
っ
て
い
ま
す
か
。

天
野
は
い
、
と
に
か
く
チ
I
ム
の
た
め
に
貢

献
し
た
い
で
す
。
そ
の
先
に
横
浜
F
・
マ
リ
ノ

ス
の
健
勝
で
す
。
い
ま
は
こ
れ
し
か
考
え
て
い

な
い
で
す
。
優
勝
し
て
横
浜
の
街
を
さ
ら
に

活
気
づ
け
ら
れ
た
ら
、
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
ぜ
ひ
実
現
し
て
く
だ
さ
い
。
横
浜

F
・
マ
リ
ノ
ス
が
優
勝
し
て
、
天
野
選
手
が
日

本
代
表
に
な
っ
て
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
出
場
し

て
ほ
し
い
。
こ
れ
か
ら
商
店
街
あ
げ
て
、
さ
ら

に
応
援
し
ま
す
ね
。

天
野
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
頑
張
り

ま
す
！

佐

藤

横

浜
F
・
マ
リ
ノ
ス
が
優
勝
し
た
ら
、

商
店
街
で
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
！
あ
っ
、
し
め

に
横
浜
高
校
の
校
歌
も
一
緒
に
歌
う
か
ら
ね
。

天
野
え
っ
？
は
い
、
練
習
し
て
お
き
ま

す
l
（笑）

佐
首
席
い
や
晶
、
今
日
は
会
え
て
本
当
に
よ

か
っ
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

対
談
終
わ
っ
た
の
で
横
浜
高
校
の
話
を
し
よ

う
か
（
笑
）
。
横
浜
D
e
N
へ
ヘ
イ
ス
タ
l
ズ
の

筒
香
選
手
っ
て
同
期
だ
よ
ね
？
横
浜
高
校

が
共
学
に
な
る
っ
て
知
っ
て
た
？

（
対
談
後
、
横
浜
高
校
談
義
が
続
く
：
）
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“ 
エント＇） 商品 区 砲店街 ... ヱシトリー商品

いちょう送り商店会 ソフィア洋孫子店 ルーロー・シヨ07 利図町商店街協同組合 ダシポのお店 ちょとん
糊谷区 ＝ν嶋風前商店会 アルテリアーベーカリー三ツ揖店 Wチョコメロンパン 保土争谷区 天王町商店街組周総合 初陣良沼 フライドチョコバナナ

三ツ.，＿，摘工会 モンテボン ハッピマカロン〈ショコラ］ 天王町商店街也同組合 天王町ilMll! ほどジャガイモモチ｛チョコ味）
捜区 和＂筒店会 ラフ.ンティヌ ラフ.ンティーヌ修鍵＂ 港階台中尖R’Z会 BAKERY STOVE なめらかショコラ

栄区 書鶴E院高ヶ→ 川ティス＇）ーシヱーツバキ ヘ『ゼJレ 港開区 野鹿ショッピシグセンター サザンポート94 チョコ＇とスウイーツホットチョコバー
丸山台いちょう板商店街 ポンヨアン チョコレートワッフル

戸寝駅東口ラピス商店会 純嘆終モ永 昔なが与の『チョコパフェ」 積采弘明脅商店街凶同組合 重光，.総務院 ちょとどら

戸壊区
原宿怨栄会 寓侵亀禍 あんer，ショコラ 南区 繍渓弘明脅商店街凶問組合 デュークベー方リー チョコプラウーー
戸揖宿ほのぼの高和会 おとげとぎょうさ チョコバナナ鮫予 横浜橋通商店街悔向鯛合 丸十早川ベカリ チヨココロネ
戸塚京ロ商膚禽 -1-~·S!tん ヱスプレッツショコラ 箇同組合元町ss会 K。oelanl チョヨレートチーズケーキ
えだ曾ん商店会 Asuta Cafe ショコラ doパフヱ

パ＂テすすィシのエ7レレシシどチのトーチョスコトレートソースとセンタ北商業揖興会 ラメソン も略ごとアールグレイ担コラのタルト 温同組合完町ss会 k日ロ「1畢

郵筑区 仲町台R樹祭担興会 バティスり シュクレ ショコラーボヌ " 本郷町南栄会 本教舗はるん 本を史館オリジナJ岬ョコバン

えださん商店会 手バづリ~zりンパヌンとケーキのお店 ill厚チヨコスコーン 中区 協同紐合元町ss会 フElラkoンスM：；子lta純理敏. 宅トマチ塩プりンショコラ・ショー

機省商店会 メイプル伴薫子店 チョコレートケーキ（I積ークリーム｝ 凶同組合完町ss会 はらドーナツツ横浪元町店 うきわドーナツツ
膏要区

積良北商店会 c。onle チョコデーッシ，－，レッド 本綾Glリ商灘；胃佳化也会 本暁Hello!cof6 ガトショコラ
緑区 聞が丘雨宿舎 ケーキショップそら 宵い，. 本枝週り商震活怯化倫禽 お薫干のアトリエラ・＊ージュ 間門町罵のおくりもの｛市田柿｝

大倉山商店街撮興組合 パ子ィスリピオン ホヨ富山、チミツカ力オ サンモーJレ酉倹浜商店会 プリンセスペペ ＂ンベルデュオショコラ
大倉山商店街擾興組合 闘ml>ti!界 チョコレート餌鯛 菌区 薩楓番街箇用組合 ふらんすやま窓店 ポンプオプショヨラ

港北区
妙高脅ーコーコ禽 目。ulang色「le14C! バンカカオとアイスの拳せサンド MARK ISみなとみらい ふらんすやまマークイズ店 オレンジショコ7
大禽山商店街編興組合 御蔵子町大倉山膏柳 きなチヨコだんご 神膏川中央商連会 ローゼンポア サンタシヨコラ

金沢区 llil点文庫すずらん通り商店会 洋.子の店パピヨン キュ プ・ショコラ 六角偏商店街迎合会 SIX SQUARE BAKERY ディプロマ引トショコラオランジエ
サンモ Jレ洋光台 洋光台ハンバーガーPassTime チョコチップマフィン 神車川区 六角橋商店街迎合会 院予M チョコパナナ阻子

魔子区 サン宅ーJレぷ光台 収そ＂ そlまチョコ ガーデン山商店傘 アトリエ・サンミシえる カ可Jチョコ
汐見台中央商店会 大掲門 火曜門春巻 ＝γ谷通り筒5民会 繍｝質調島町ペカリ 玄手，E ショコラバゲット

旭区
自損遇り商店会 ラ・フJt, JI,•ドーボム ボU,,O)リンゴジャムを使ったすツJ、トルテ

調見区
隊谷陶到障会協同飽食 ベカリ ペ＂エポツク ショコラーベ＂エポック

自慢通り商店会 キムチの由季.. 甘いチヂミ向チョコ～ 鶴見銀座商店街凶同組合 エスプラン フォン苦ンショコラ

大規模小売店舗の計画と届出書類在市役所で見ることができます．

。新寝間限のみ店舗帯抽区の各S区役所区融緩到底阪でも’帽することができます｝ 届出の内容【平成田年5月18伊店｝

※選考有蜘悶・

【初助率】2分のl商崎．
【補助限度額］綱引日

原則100万円否鳩山内・
該部吋開始時期］一階淵叫・

6月下旬（予定）匡横宮・

を柿助します。鵬

聞町活力向上事業の募集案内日

横浜市では、「物販店からカフェ日
への転換」「イ1トインスペースの日

新設」「顧客の高齢化に伴、つ店日
舗のパリアフリ1化」など、店舗

が抱える課題を解決に導く事．

梁に要する経費の一部L

閤岡商店街個店の

大規続小売店舗の名時間定即 主な唱売業者

掘削鉱山市構築施践針商仲田 制ドンキホーテ

幅削ライフしらとり台店｛膏費国 側ライフコーポレーション

【仮称》ロイヤルプロ繍渓旭個目 ロイヤルホームセンター側

I恒特｝ドン・キホーテ鶴見店個見回 側ドンキホーテ

幅削相鉄ライフ弥生台嶋田 相＂＇ローゼン側

。大錦織小売店舗の施肢のli!II及び理智に関する変更

l犬訓綬11¥,完膚舗の名称t所在聞 主な小売集者

才ルトモー＂＇神鴨川区｝ 相鉄ローゼン閥

7）レコットニ倶JII＜旭区1 開畏均屋

イシオョッ、Aピ貧ン浜グ都セ宮ン図ター【海北区〉 イオン掴

シあョいッたピいン（グ楓タ筑ウ区）ン l!l)ll(急ストア

新政する回 店舗面積

平成30写6月18 ao,am 

平成29年10月28 , ss3m 

平成29年10月29日 1.21sm 

平成30，同月田B 3470m 

平成29年11月28目 1.583"1 

前田点

開閉店時刻

駐駐車車繍場位利置用台時数問、、鹿般嶋車場編位出盤入台口散敏． 
駐車場位置台数‘駐車場総人口数

駐輪喝位駐置車台場敵利、用開時閉間店時刻、

怠見縦喬覧提期出間ト限l

H29.2/24、4
6/26 

H29.2/24-
6ν26 

H29.3/24～ 
7/24 

H29町.4f5句

H29.4/14～ 
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YOKOHAMAffil NEWS 
mmロゴマーク決定！
港南区・野庭団地ショッピング
センター、野庭サブセン安一商
店会の共通ロゴマークが決定
しました！両商店街は横浜市住

当。en
宅供給公社と共催して口ゴマーク3案を提示、両商店街内に
1ヶ月間投票箱を設置してお客さまに投票いただきました。
3月5日（日）、投票結果発表と合わせてrNHKラジオ体操
のお姉さんと一緒にラジオ体操をしよう!Jを開催、小さな子
どもからお年寄りまで180人が野庭園地センター広場で一
斉にラジオ体操を楽しみました固
「昨年よりお餅っき、ハロウインを開催、そして今年は商店
街プロレスの開催を予定しています．ロゴマークに込めた思
い問機、さらにたくさんの人々 が集まり、愛される商店街目
指して、いろいろ仕掛けて
いきますりと野庭団地ショッ
ピングセン告ーの堀部会長．

mmr第2回鴨居桜まつり1開催
4月2日（目）、緑区・鴨居商栄会が「，第2園鴨居桜まつり」を
開催しました．昨年、鶴見川沿いの桜並木を名所にして地域
の賑わいにつなげようと、同商店街が地元自治会と告ツグを
組み、立ち上げました．当日は商店街加盟店舗はじめ、地元
の関係団体による40店もの模擬店が沿道に並び、大勢の花
見客で賑わいました．「今日は沢山の会貝が商売の場を乙ち
らに移して頑張ってくれています．『年に一度だから！』と一肌
脱いでくれました。地域には頑張っている商店街があるぞ！と
アピールできる良い機会になるかと思います．桜は満開とは
なりませんでしたが、地域の幹を強くして末長く続けていき
ます。」と同商店街大川会長．

j昼宇当時司副 い~~E『

mm I第40即トトフルコンサートj開催

す同倍句2JJ2日；u,繍鼠.. 主体w’‘
ι向山山由叫剛，.
鳩山一凶“一

mm&新大船商店街でf朝市jを初開催
3月5日（土）、栄区・新大船商店街が「第1回新大船商店街
朝市祭Jを開催しました。商店街店舗と「かながわ朝市ネット
ワークJの商業者、合わせて約30店舗が出店、遠方からも
大勢のお客さまが来場し、熱気あふれる朝市となりました．
音楽コーナーや子ども向付遊びのコーナーも賑わいに一役
買っていました．「商店街だけではパワー不足なので、外部
の力を借りての縄催となりました．久しぶりのイベントだった
ので、地元の皆さん院とても喜んでもら
えました．区内の商店会長もたくさ
ん駆けつけてくれて嬉しかったで
すね、イベント開催は大変です
が、やる価値がありました．日頃
の賑わいに結びつ付たいで
す.Jと同商店街櫛田会長．

I 悶国間満附遅れた春となりましたがやっと蜘何まいりまし開店街プロレスも閉幕、 臨画園！一一一商圏一夏に附市部iをま持す熱〈盛り土げで吋ま伝ぬ！－例制N）一一一一一一←
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パッウナンバー

IDECNews 

あなたの起業・経営在成功に導く！

「横浜企業経営サポートマ泊予シJvol.338 (H28.8.9) 

発行・（公財｝横浜企業経営支援財団（構浜市中小企業支援せ〉ター｝

IDEC N臥NS

・ロ・
本メ Jレマ力ヲンは、［公財）横iii企業経営支援財団（IDEC）ホームページから
『横浜企業経営廿ポートマ刀ラシ」メールマ泊予〉にご登録いただいた皆揮
にお送りしています．旧ECが実施するセミナー・イペ〉卜等のご案内や起業、
経営に役立つ情報です．ぜひ、ご活用くだ古い．

［目次1

0注目イベシト。

l' 1 [NEWI】～8/30（木） ～立性経嘗者のための～
メンタプログラム［上級編］参加者募聾！

,. Z 【会計］ 7/12（火｝、 7/14（木）今ならまだ大丈夫！ ! 
8割由経営者が誤解している決算書の見方、活かし方

,. 3 ［経営］町21（火）売れる！中小企業のマーケティングセミナー

。新者情報。

,. 4 【NEW！］～8/24（金） ET/loT 2018 r横｝民jtピリオシ』出展企離を募集じます B

l' 5 [NEWI］～8/30（木｝～車業ま古ない女性起業家のための～
メ〉タプログラム［中級編］参加者募蝿f

l' 6 [NEWI] 7/21（木）日本公庫・創業セミナー ～飲食店成功への遵～

l' 7 [NEWI] 712!刊木）ケーススタディで学ぷt事業計画作成田ポイシト

。イ〆ミント［胃報。

,. 8 【女性］ 6/14（火）『F-SUSよこはまj開設5周年記念イペ〉ト講演＆交流会

,. 9 【起業］ 6.店4（火）起業チャレシヲtミナー

Y10 [IT] 7/5（火1100怖生かレ切る！中小企業の実践イシターネット活用2018

Y 11 ［経営］～夜間「相談窓口J次回は7月5日と28日に開催！～

Y12 ［広報J717（木｝狙いどおりIこ掲載される！ 『マスコミが取りあげたくなる
プレスリリースの書苦方」セミナー

V泊【経理］ 8/2（火）8/4（木）創業に必要な実践緩理術
～経理由ポイシト在押さえて楽々経理～

。広報協力。

l'14 ［広報協力］町3（金）～ 中小企業女性活躍推進助成金の受付が始まりましたi

l' 15 ［広報協力］町18（木｝「ヨコ八マイノベーシヨンスクラム・プログラムJ
キνクオコイベシト｛～マザー八ワス山崎氏、 a-con加形氏登壇～）

l'18 ［広報協力］ 6/28（火｝健康長寿ピヲネス創出セミナー

l' 17 ［広報協力］ 7/13日杓「女性活接接選tミナー働き方在変える3点セット」
（～女性活躍イクメン・イクポス型マネヲメント～）

l' 18 ［広報協力］ 7/19（火）中小企業のための事業承継セミナー

．ロ．

l' 1 [NEWI］～6/30（木｝ ～女世経営者のための～
メンタプログラム［上級編］参加者募集！

会社経嘗Cおいて悩みは尽吉ないちのですが、 「先人の教えJか自学ぷZとは
多々あり、その教究から危機在回避できたり、大きく成長在果たすことが可能
となります．

本メ〉タープログラムでは、皆織の業種や経営課題にマッチしたメ〉ターを選定

h仕p://www.idec.or.jp四magazine/mail_keiei.php 2017/06/08 
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＼ 

して、経営課題や問題の解晴、さらなる成長に向けて、さまざまなアドバイスを
おこないます．

・募集対草創傑3年以上回法人代表者．または成長志向があり年商1千万円程度
町村田人事業主で‘先輩女性経営者からのアドバイス在希望する主位

・募集期間平成田年6月3日（金）～8月30日（木）
・開催場所（公的横浜企業経営支援財団（横浜市中区太田町2 2 3) 

・定員 3名 •7月7B （木）に個人面談在汗い書参加者を決定します．
・参加賀： 10,000円／全5回 （事前振込となります｝

・メシターの決定：参加希望者と個人面談在行い、事業内容や経嘗課題をヒア
リ〉グした上で個々にあったメンタを選定します．

・お申込み・詳細はこち呂（ユーザ登録 ログイ〉の上お申し込み1
附 o://wwwidec.or io／碍mina,ld醐 iiohnつ。rl=826

・お間合世先
（公財）横浜企業経宮買援財団経嘗玉援部経営支握課 TEL・045-225-3707

,. 2 ［会計］ 7/12（火）、刑4（木）今ならまだ大丈夫！！
B割由経嘗者が践解している決算書の見方、活かし方

決算暑の読み方在理解すると、会社白状態が安全な叩か、売上と経費のパラ〉ス
はいいの力＼人と設備の生産性に問題はない力、を、数字でつがめるようになります．

今吉ら聞けない基本的な部分か告、多くの方が犠解しているポイントまで、決算書
の読み方を全Z回のセミナーで学びます．

・日時平成四年7月12日似).7月14自体） 18:30～20:30 
・会場 横浜メディア・ビジネスセユタ－7階メ会議室（横浜市中区太田町223)

・参加賀 4,200円／1名、 2回分（7月1B2当日会場にて申し受けます．）
・対輩 横浜市内中小企業経営者、会計す旦当者等

・お申込み・詳細はこ吉ら（ユーザー登録、ログイシのよお申し込み）
htto //www idec orJo/seminar/de也11.oho?o凶＝808

・お問合せ先
（公財｝横浜企車経営支慣財団経営支t軍部経営支揖探 TEL:04'ほ2ら3714

,. 3 ［経営I6'21（火）売れる！中小企韓のマーケデイシゲセミナー

経宮資源の限呂れている中小企業の営業はいかに効率的・効果的に嵩策をおご
なっていくか？こ己が勝負どこる！ごなります．本セミナーでは、営業で戦略的C
考え．実効ttのある戦術に落とし込み、吉告に現場での営業対応白贋開在考えて
いきます．机上の空論ではなく、明日がら使える営業でのヒシト満量畑セミナー
です．

・日時平成田年6月21日（火） 15:00～17:00 
・会甥横浜メディア・ピラネスセンター7階大会議室（横浜市中区太田町2-23)

・嘗加賀 2,100円／1名※当日会場にて申し受けます．
・対象 構浜市内中小企業経営者等

・お申込み 詳細はこち弓［ユーザー登録、ログイン田上お申し込み）
htto://www idec.or lo/semlnacnetail nhn？の1'1:SnB

掴お間合世先
｛公財）横浜企業経営支援財聞経営支濃部経営支接県 TEL・045-225-3714
1' 4 [NEW！］～6/24（金）ET/loT2016向調拡j'j,I（ピυオンJ出展企業在募集します l

軍部；，み技術の「町展』とloT技術にフォ 力スした『loT，展Jで構成．荷分野
の蹟先端子クJロヲーとソリューラヨンが集結するイペ〉トです（会期
刊月16日～18目）．メディアの注目度はち古るん、目的意誌の高い技術者や
マネジメント躍などが毎年多数来場しています.ET/loT.展で量社の製品・技術を
PRl.,てbませんす？．

・績浜パピリオ〉募集慨要
( 1）対畢企業横浜市内に本社または事業3所在有する同盟主ゐ／！oT技術j関連企業等

15社程度

(2）出展費用 通常ブース 180 000門／ブース
・初出展宣撮ブス（※） 90,000円／ブース

( 3）申込締切平成28年6月24日（金） 17 00 
※ただし所定のブース数が埋まり次第、募集記終7レます。

(4）詳細・お申込み
htto //www i<l<a_ON ,o／開nkei/kum,kom1.oho

Eお問合せ先
｛公財）横浜企業経営支援財団結嘗支援部技術支援課TEL: 045-225-3733 

htゆ：／／www.idec.or.jp/mmagazine/mail_keiei.php 2017/06/08 
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.. 5 【NEW日～630（木） ～創業ま古ない女性起業家のた晶の～
メシタプログラム［中級編］参加者募集！

事業在進めるうえで、誰カ由意見在聞きたいことはありませんか？起草して間右
ない女性‘または事業承継で新たに経営者となられた女性l乙 IDEC女性起業家
支援チーム，＜！：恥むとする中小企業診断士がメシターとなり‘あなたが狙えている
課題の解決に向けて、さまざまなアドバイスをおこないます．

少人数グループミテイングでのメシターや女性起業家との意見交換を通レて、
吉らに事業在前に進めましょラ l

・募集対象横浜市内で事業を汗う創業 1～3年程度目立性起業家で、事業に
おける課題を解決レたい方

・事業課題（ 1）版趨開拓 (2）商品廿ーピスブラシデイ〉グ

・開催日時第1回平成，28年7月15日（金） 10 : 00～12: 00 
第2回～第4回はチーム毎1.：：日程調整の上、ミーディシク在行います．

(1～2ヶ月に1回．各国2時間程度）

・開催場所（公財）横浜企業経蛍支掻財団｛宥兵市中区太田町2-2 3) 

・定員：4名 ＊応募多徴の場合は抽選いたします．
また、第1回7月15日（金）に嘗加できる方在優先します．

・申込期限・平成：2a年6月30日｛木） 17:00 

・参加賀： 6,000円／全4目別途交流会ち開催します．
※第t回当日、受付にてお支払ください．
来旦納入いただいた嘗加贋は、原則、返金はいたしませんのでご了承ください．

聞お申込み・詳細はこ吉ら｛ユーザー登録九ログイ〉目上お申し込み）
htto・/lwww ;dee or ;o1sem;nar d剖allo 唱？nn•Rフ后

・お問合せ先
（公財｝横浜企業経嘗支援財団経営支擾部経営安撮課 TEL:04ι22ふ3707

'f 6 [NEWI] 7121（木）日本公庫・1邸機セミナー ～飲食店成功への岨～

日本政策金融公庫（日本公庫｝は、一般の金融機関が存ラ金融在補完する政策金
融機関です．今回のセミナーは、飲食店在始めようとお考えの方へ創絹t画の
ポイントや、日本公庫の創難者向け融資制度について説明します．

また、セミナーの前後1.：：は1回30分の日本公庸担当者との個別相談会在実施しま
す（要予約｝．融置をご検討古れている方は是非ご欝加ください．

・日時平成28年7月21日（木） 15:00～ 16:00 
・会場横浜メディア・ピラネスセンター7惜大会議室（横浜市中区太田町2-23)

・嘗加贋無料
・対象揖浜市民またま横浜市内で創業予定白方

・お申込み・詳細は乙吉呂［ユーザー登録、ログイシのよお申レ込み）
ht柏／／www;dee o, ;o sem;narldeta,I oho?o;d ,794 

．お間合世先
（公財）横浜企業経営支援財団経営支援部経宮室極限 TEL: 045-225 3714 

'f 7 [NEWI] 7.血.8（木）ケススタディで学°＇ ！事業計画作成のポイント

創業する際にla:，事業をさまざまな角度から徹底的に分析レ、事業計画曹に落と
し込む必要があります．本セミナーでla:，横浜市制度融量において金融機関仁提
出する創業計蘭曹を使用し、ケーススタディ在用いてワーク在行います．

・日時平成田年7月28日L木） 18:00～20:00 
・会場横浜メディア・巴ラネスセンター7階大会鴇室（横浜市中区太田町2-23)

・内容 ・事業計画を作成する前にどんな準備が出凄？
・事業計商店書くべき重要な官イ〉トは？
・どれぐBい詳しく書けばいいの？
・貴金はいくらぐ呂い必要？

・参加費 500円（当目受付にてお支払い下古い．）
・対 象績浜市民ちレくは市内で創業予定の方及び創業して間右ない方

Eお申込み・詳細l立こちら（ユーザー登録．ログイシのよお申し込み）
hNn・J/www凶。位。rio/!teminar,11et副Ioho >o d•B22 

置お問合世先
（公財）横混企業経営支鐘財団経営支援部経富茂援諜TEL:045ト225-37叫

'f8 ［女性］ 6/14（火｝「F-SUSょこはま」開設5周年記念イベント講演＆交涜会

h壮p://www.idec.or.jp/mmagazine/mail_keiei.php 2017/06/08 
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！（.性のためのスタートアップオフィス「F-SUSょこはま』開設5周年記念イペシト
在開lllliレます．今回は横浜で起業し全国展開している女姓起業家による講演と、
F-SUS会員による事車紹介の他‘交流会在開催します．

・目時平成2a年6月叫日（火） 13:30～惜＇30 ・参加賀 10凹円
・お申込み・詳細は己吉5
httn //wwwJrlec.n, io/seminac/rletaH.nho？。rl"'816

"9  ［起業l 624（火）起業チャレンヲセミナー

本セミナーl胡 l業を志す方在対象l乙経営者としての，b構えや、劃車前にどん
なことを知り、調べ、考えておく必獲があるのかについて、豊富な創業主慢の
経験をちつ中小企業診断士（IDEC経営相談員）が解説します．

・日時平成28牢明白白（金）叫00～ 16:00 ・普加賀 500円
圃お申込み・詳細はこちら
httn /NM附 id目。rin回附n;:irrlP凶 otio?oid=795

Y 10【町J7. 5火） 100崎生カし切る！中小企業由実践イシターネット活用2016

ヲシドワ 等のCMSで,tミムベーヲをオ乍口、外部ブログち白母国okペ－SJ古作った
けれどち、今ひとつの劫果が実感できない中小企嘩経智者は多いちのです．まずは
ライバル亦いない成長市場を見極めて、積極的にWebマーケティシグを展開して吉
ましょう．

・日時平成田年7月5日｛火1 18:30～20:30 ・嘗加賀 2,100円／1名
．お申もみ・詳細はこちら
hlto・/Jwww idec o, io ?k•cR。F

V刊【経営］～夜間「相談窓口』次回は7月5日と2a日に開催！～

7月5日‘ 7月羽田に夜間『経富相談』自在開催します．平日・日中は、なわなか
都合がつ力ない中小企業由経営者の方世、昼間お勤め在している創業予定者の
方立仕事明りにと別用ください．ご相談はミ無料です． （要事前予約） . 

・日時平成28年7月5日（火） . 7月2a日（片） (1)18:00～19:00 (2)19:00～20;00 

・モの他 「事前予約制Jとレているため、相談目的固までに電話にて、予約
のうえお越しくだ古い．百l・045-225-3714

Y 12 ［広報J7f7木｝ 狙いどおりC掲臆される！ 「マスコミが取りあげたく
なるプレスuuース白書き方」セミナー

小古な:ili畢で古工夫しだいで古きな反醤が期待できるプレスυυ ス．しカし
独特の作法があり、自己流ではなカ刷、うまくいきません．このセミナーでは、
書き方・送り方自基本、古らに狙いどおりのメディア掲載在狸得するためのコツ
在身につける己とを目的にしています．

・日時平成田年7月7臼（木） 18:30～20;30・参加買 2,100円1名
・お申込み・詳細はこちら
阿佐γ仏WWWidec.nc in/?k•nsH4 

1' 13 ［経理J8/2（火）8/4休）創業に必要な実践経理繍
～経理由ポイント在押さえて楽々経週～

企業経営上必須である経理の車砲を全体像でつ力んでいただき、どのように実践
レていけばいいのおをわがりやすく畢中特訓レていきます．

・日時平成田年8月2日｛火）、 8月4目［木）両日と右 18:30～20:30
・参加贋1,000円（8月2日1；：受付にてお支払い下吉い．）

・お申込み・詳細l立乙吉ら
htto://www.idec.or.in/?k=DVOX 

1'14 ［広報協力］ 6 3（釘～ 中小企業主性活躍推進助成金田町すが始まりました！

市内田中小企業の皆吉まが、女性の活躍を描越するための社内環境づくりに
取り組む際白費用の一部を助成します．

・募集期間平成2a年6月3日（童）～予賞枠に遣するまで（予買額seo万円）
・助成対草書市内に本誌を置き常時雇用する従業員がZ名以上の中小企業

・お申込み・詳細・お閉会せ先はこちら
httσ1/www cit,.voknhama to io/keiza,shien womanonrtlfund html 

1'15 ［広報協力J 6116（木）「ヨコ）＼~ ・イノペーヨンョンスクラム・プログラムJ
'FYクオフイベント（～マザーハウス山間氏、 a咽 n加形民登壇～）

ソーさシヤルピヲネス在担う事業者が課題解決を図り、スデーラアップを目指す
ための講口座「ヨコ八マ・イノベーションスクラム・プログラム」の募集在開始．
8月回開講に先駆け、説明会在兼畑たキックオフイペシトを開催します．

http://www.idec.or.jp/mmagazine/mail _ keiei.php 2017/06/08 
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・日時平成28年6月16日（木） 19: 00～21・30
圃お申込み詳紹・お問合せ先lまこちら
h口o:/lma!'l!'::ma目 in/nrniAけ innn11alnn scnim nmaram kick off/ 

1'16 ［広報協加］ 6/28（火｝健康長痔巴ジネス創出セミナー

者事民市経済局では、働く世代田健康づくりに取り組む『健康経営jに投立つ新た
なサービスE創出在目指し、国(l)取組.＼＇＞、健康経営に関する食や運動命野のサー
ピス事例紹介などを通じて、 「健康経営Jに資する新たな廿ーピス創出のきっ力、け
としていただくた晶、 「健康長寿巳歩ネス創出セミナーj在閲催します．

・日時平成28年6月四日［火） 13 30～16 30・普加費無料
置お申込b・詳細はこちら
htt町仇l'NNIdtv vnknhama la io ke泣akenko-;rvnlkoekn".html 

1' 17 ［広報協力］ 7.13(7.灼「女性活躍推進セミナー働き方在変える3点セット」
（～女性諸躍・イクメ〉・イクポス型マネヲメシト～）

平成28年4月に女性活躍J箇革法が施行され、今まさに企業四成長司ため巴宜性
の活躍をどう進めるお、が問われています．そこで、女性の活趨によって動摘が向
上した中小企濃の事例を紹流するセミナーを開催します．

・日時平成田年7月13日（火） 13:30～ 16:30 

！薗お申込み・詳細・お問合せ先はこち邑専用ポタルサイト「ウーマンボート横浜j
httn://wv附 c,tvvnknhama.la ;nlk剖2ai/!=;h]enlwnmi=innnrt／：日mlnar.htm1

1' 18 ［広報協力］ 7/19（火｝中小企撲のための事業承継包ミナー

経蛍者由高齢化などに伴い．事業在後継者に引き継ぐ時期が近いちのの、事業
承継の進出方が解らない、後継者の資質等に不安が畠るなどの課題作悩みを抱える
中小企業・小規模企業由経営者、後継者白方在対象｛ム事業承継セミナーを開催
いたします．

・日時平成28年7月19日（日比） 13:30～16:00 

圃お申込み・詳細・お問合せ先はこちS
h悦町II，仇削似k;ocor.lose而 nar企，VAnt/2:::!!i：：：！即

調創業・経営に関する相談はまずご吉らにどうぞ．関内本部・金沢拠点
htto・/lwwW idec.or. io ke1創i/madomorh;nhn 

Rセミナー・イベントカレシダー
ht旬、か鴨川NJir!P.C nr in semlnar/calenrlar oho 

・市内で社会的事業に取り組む企曜を応援「横浜型地域貢献企韓宝溜事嘩J
htto:11抽 MNirt館、nrinflu•治；1門げ

・女性の起業支援
『横目浜企車経営宝酒財団女性起業家支援チーム

htto://www ;dee o, on•;n,n 凶,nman/

→女性起業UPJレーム
hit町仇/lflNWuornom info/ 

．横混市中小企業金融制度の概要 ～樟浜市経済局謝融課金融係
httn //www.citv vnknharr明 IninJkP.i?:ai/i::.hi閉山刷；／shurulhtml

・海外ピヲネスのご相談窓口国際ビヲネス支援部はこちら
httrす仏NWW;dee or ;o ka na;/ 

闘技術課題の解決・大学等との産学共同研究などは技術宣揖螺
httn llwww_;dρcnrin n[iu也u/

圃新製品・新分野進出在図るため、研究室・実験室をお探しの方
→横浜金沢ハイテクセンター・テクノコア
凶n仇刷NJidec.or io/shisets11/kanan:iwahU 

→横浜市産宇共同研究セシタ
hitα11;dec.or ;n/sh只同組凶rel

→横浜新技術創造館υーデイングペシチヤ プラザ
h仕O//;dee.or ,o sh；盟，tsuvo/ 

皿関内・百本大通りで会議室やホーJレをお探しの方横浜情報文化センター
httn:11刷 NWirl併をのrioJshis副Stlfi。uhn』f

圏全沢区で会操室や・m-1レ、スポーツ施設をお探しの方金沢産業掻興センター
httn:/lwv附岡田L。r;o sh setsu/k ,no,awasc/ 

発行：公益財団怯よ横浜企業経宮支援財団（横浜市中小企業支援セシヲ→
〒Z剖ー0011 横浜市中区太田町・2-23樟浜メディア・ビジネスセシター7階
TEL：・045-225-3714 FAX • 04ふ225-3738 htto刈机岬Widec.ndo kiovnl 

Facebook htt凶川wwfbcomnrle向。knh四ma

・横浜企業経嘗甘ポートマガラシ由登録はこちら

h句：／／www.idec.or.jp/mmagazine/mail_keiei.php 2017/06/08 
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httns:/lwww凶ec.。rio/mmana2ine/ 

・メ－）レマガラ〉の解除手こちら｛ユーザー登録している方向け）
hltos:/1,w,w idecor.io noin／、

・本メーJレマガジンでご.l!l供した情報は読者個人の責任においてご利用ください．

Copynght C)2016 All同ghts陪 se何回無断転離を禁じます．

http://www.idec.or.jp/mmagazine/mail_ keiei.php 2017/06/08 
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くセミナー・イベント情報〉

[ 1 J r健成長寿ビジネス創出セミナー」開催［6/28]

[2] 100%生かし切る！中小企業の実践インターネット活用 2016[7/5] 

[3］狙いどおりに掲載される！「マスコミが取りあげたくなるプレスリリースの書き方J

セミナー［7/7]

[4］未来に勝ち残る企業になる！横浜市人材活用イノベーションセミナー［7/8]

[5］今ならまだ大丈夫！ ! 8 ¥Ill／の経営者が誤解している決算書の見方、活かし方

[7/12,7/14] 

くセミナー・イベント情報〉

＊＊＊台台＊唱帳台台脅＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊唱帳台＊＊＊＊＊＊＊＊＊唱隊＊＊＊＊＊＊＊＊まま＊＊＊＊

[l］「健康長寿ビジネス創出セミナーJ開催［6/28]
＊＊＊＊＊＊＊合金＊＊＊台骨合＊合安＊党＊＊＊合＊＇合脅合合合脅合合＊会合唱骨安＊＊＊＊＊＊＊合合

横浜市経済局では、働く世代の健康づくりに取り組む『健康経営」に役立つ新たなサー

ビスの創出を目指しています。今回、国の取組や、健康経営に関する食や運動分野のサー

ビス事例紹介などを通じて、「健康経営jに資する新たなサービス創出のきっかけとしてい

ただくため、「健康長寿ビジネス創出セミナー」を開催します。

・日時：平成28年6月 28日（火） 13:30～1 6 : 3 0 

＠会場：情文ホール（会場URL: http・//www.idec.or.jp/shisetsu/jouhou/access.php) 

＠対象：横浜市内外の企業のご担当者様

・費用：無料

＠定員 1 0 0人

φ締切： 6月24日

φ運営：株式会社日本能率協会コンサルティング

。詳細・お申込みはこちら

→http・／／www.city.yokoha皿a.lg.jp/keizai/kenko-iryo/kenkou.html

＠お問合せ先

株式会社日本能率協会ゴンサノレティング

篭話： 03-5219-8054 Fax : 03・5219-8068 E-mail: event_consult倒mac.co.jp

女＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊合合＊＊＊＊＊＊合＊＊＊＊＊＊＊合＊女合＊＊＊＊＊合合女合＊脅＊＊＊＊＊

[2] 100%生かし切る！中小企業の実践インターネット活用 2016[7/5] 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊女＊＊女合合女＊＊＊ ＊＊合合合合合合＊＊＊＊合合合＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



ジンドゥ一等の CMSでホームベージを作り、外部プログも facebookページも作ったけ

れども、今ひとつの効果が実感できない中小企業経営者は多いものです。まずはライバノレ

がいない成長市場を見極めて、積極的にWebマーケティングを展開してきましょう。

最新ウェプ、ツーノレを使い切り、成巣を実感できる内容を楽しく分かりやすく説明するセ

ミナーです。

＠日時：平成28年7月5日ωく） 13:30～20:30 

・会場：横浜メディア・ビジネスセンター71省大会議室

(http://www.idec.or.jp/shisetsu/mbdaccess.php) 

＠対象：横浜市内中小企業経営者等

争費用： 2,100円／1名※当日会場にて申し受けます。

φ定員・ 30人

・締切； 7月4日

。詳細・お申込みはこちら

→h仇p://www.idec.or.jp/seminar/detai1.php?pid=813

。お問合せ先

（公財）績浜企業経営支援財団経営支援部経営支援繰

電話： 045-225-3714 FAX: 045-225,.-3738' E-mail: keiei@idec.or.jp 
＊＊＊脅＊合女合女合＊＊脅＊脅合合合合脅脅＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊合＊＊を＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

[ 3 J狙いどおりに掲載される！

「マスコミが取りあげたくなるプレスリリースの書き方jセミナー［7/7]
合合＊合＊＊女合~合＊合＊＊合＊合＊安＊＊＊＊＊＊＊＊女合脅合す女合＊合＊合＊＊＊＊＊官官＊＊

小さな企業でも工夫しだいで大きな反響が期待できるプレスリリース。しかし独特の作

法があり、自己流ではなかなかうまくいきません。このセミナ｝では、書き方・送り方の

基ー本、さらに犯し、どおりのメディア掲載を獲得するためのコツを身につけることをE的に

しています。

・日時・平成28年 7月7日（木） 13:30～20:30 

＠会場：横浜メディア・ビジネスセンター7階大会議室

(h七七p://www.idec.or.jp/shisetsu/mbdaccess.php)

＠対象：横浜市内中小企業経営者等

＠費用 2,100円／1名※当日会場にて申し受けます。

＠定員： 30人

・締切： 7月6日

。詳細・お申込みはこちら→http://www.idec.or.jp/seminar/detai1.php?pid=814

。お問合せ先

（公財）横浜企業経営支援財団経i営支援部経営支援課

電話： 045-225-3714 FAX: 045-225-3738 E-mail: keiei@idec.or.jp 



「判

合宏司除＊＊＊＊＊＊＊＊合＊女合＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊脅す＊合合女合＊＊＊＊＊＊合合企＊＊

[4］未来に勝ち残る企業になる！横浜市人材活用イノベーションセミナー［7/8]
＊＊＊＊＊＊＊合合脅＊合＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊常＊＊＊＊＊＊合＊＊脅＊＊＊＊＊＊＊合＊合＊常＊＊

新たな人材の確保が難しい局面を迎えている中、 ICTを活用し、時間や場所にとらわれ

ない柔軟な働き方を実現する『テレワーク』が注目されています。企業において多様な働

き方が可能になることにより、

新たな人材の確保や活躍の場の創出に向けた可能性が出てきます。

本セミナーでは、横浜の未来、第4次産業革命（インダストト 4.0）、人材不足の解消など最

新の動向とともに、在宅勤務を可能とするテレワークを通した f働き方変革」のための情

報を発信します！

＋日時．平成28年7月8日（金） 14: 00～（開場 13: 30) 

①人材活用イノベーションセミナー（14:00～15 : 30) 

②テレワーク導入個別相談会（15:40～16: 40) ※セミナー申込みの上、要予約

φ会場：横浜情報文化センター 6階情文ホーノレ

横浜市中区日本大通 11

＠対象：横浜市内中小企業及び繊浜市内に事業所のある企業等

＠費用：無料

＠定員： 50社

。詳細・お申込みはこちら（事前予約制・下記URLかチラシ裏面にある申込書を FAXに

て〕→https://www.pasonatech.eo.jp/lp/ytele/top.jsp

。お問合せ先

横浜テレワーク推進事業事務局

電話： 0120-847195 E・mail : yokohama@pasonatechco.jp 
＊＊＊合＊＊＊＊＊＊＊＊合脅合合女合合合＊＊＊＊＊＊女合＊常常＊＊＊合合＊安＊＊＊＊＊合＊合＊

[ 5］今ならまだ大丈夫！ ! 8割の緩営者が誤解している決算書の見方、活かし方

[7/12,7/14] 
合合合合＊＊合＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊会＊合合合女＊＊＊＊＊＊＊す＊＊＊＊＊＊＊官官＊＊＊＊＊＊＊

決算書の読み方を理解すると、会社の状態が安全なのか、売上と経費のバランスはいい

のか、入と設備の生産性に問題はないかを、数字でっかめるようになります。

今さら聞けない基本的な部分から、多くの方が誤解しているポイントまで、決算書の読

み方を全2回のセミナーで学びます。

＠日時：平成28年 7月 12日（火）、7月 14日（木） 18:30～20：・30

・会場：横浜メディア・ビジネスセンター7階大会議室

(http://www.idec.or.jp/shisetsu/mbc/access.php) 

＠対象：横浜市内中小企業経営者等

φ費用： 4,200円／1名、 2回分（7/12当日会場にて申し受けます。）



争定員： 30人

φ締切： 7月11日

。詳細・お申込みはこちら→http://www.idec.or.jp/seminar/detail.php?pid=808

0お問合せ先

（公財）横浜企業経営支援財団経営支援部経営支援謀

電話： 045・225-3714, FAX : 045-225 3738 E-mail : keiei@idec.or.jp 

安企業支援＠ヨコハマ ー横浜市経済局メーノレマガジンー

発信元横浜市経済局経営・創業支援課

連絡先：電話・ 045-671-2748 FAX: 045-664-4867 

E-mail : ke・keiei@city.yokohama.jp 

※メノレマガ・パックナンバー

→ http://www.city.yokohama lg.jp/keizai/shien/mailmagazine/ 

※配信停止や配信先変更等のご連絡

→ ke・magazine@city.yokohama.jp 
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